
（1）	 　静中・静高関東同窓会会報　	 2020年5月25日　第89号

２
頁　

19
年
度
事
業
・
決
算
・
監
査
報
告

３
頁　

20
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
報
告

４
頁　

２
０
２
０
「
冬
の
総
会
」
楽
し
く
交
流

５
頁
・
６
頁　

コ
ロ
ナ
雑
感　

自
分
で
考
え
よ
う　

他

６
頁
・
７
頁　

事
務
所
移
転　

野
方
氏
か
ら
新
間
氏

８
頁
・
９
頁　

私
と
俳
句　

俳
句
に
憑
か
れ
て　

他

９
頁　

エ
ッ
セ
ー　

年
を
取
る
と
根
性
が
ひ
ね
く
れ
て
く
る

10
頁　

た
か
が
同
窓
会
⑳　

11
頁　

岳
南
球
友
会

12
頁　

古
書
コ
ミ
報
告　
　

13
頁　

異
業
種
交
流
会

　

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓
延
の
影

響
が
あ
り
、
今
年
７
月
３
日
に
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
第
46
回
静
中
・
静
高
関
東
同
窓
会

総
会
は
、
開
催
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
判
断

に
至
り
ま
し
た
。
講
演
会
を
含
め
定
例
総
会

は
、
来
年
度
へ
と
ス
ラ
イ
ド
致
し
ま
す
。

【
今
後
の
進
め
方
】

　

総
会
時
報
告
の
議
事
に
つ
い
て
正
副
会
長

会
議
で
議
決
し
、
理
事
会
で
審
議
し
た
結
果

を
、
本
会
報
に
て
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
報
告

致
し
ま
す
。

　

定
例
総
会
に
代
わ
り
、
議
事
に
つ
い
て
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
期
間
を
設
け
、
皆
様

の
ご
意
見
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

延
期
し
た
行
事
は
、
年
に
一
度
の
懇
親
の

機
会
で
も
あ
り
、
先
が
見
え
る
時
点
で
決
め

ら
れ
る
よ
う
、
親
睦
・
交
流
の
た
め
の
懇
親

付
き
会
合
の
開
催
費
用
を
予
算
化
し
ま
し

た
。
そ
の
開
催
の
可
否
と
形
式
は
、
９
月
の

理
事
会
で
決
定
し
、
開
催
の
際
は
12
月
の
会

報
に
て
、
改
め
て
告
知
す
る
予
定
で
す
。
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６
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７
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８
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９
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２
月
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合
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催
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ご
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の
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答
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			【
懇
親
会
付
会
合
の
予
定
日
時
】

２
月
13
日
（
土
）
正
午
～

　

今
年
１
月
18
日
、
各
期
幹
事
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
「
平
日
の

夜
か
ら
」
始
ま
る
形
を
「
土
曜
日
の
昼

か
ら
」
と
し
て
実
施
し
、
幹
事
を
中
心

に
80
人
程
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
の
名
札
に
静
高
在
籍

中
の
ク
ラ
ブ
名
を
書
き
入
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
先
輩
後
輩
の
思
わ
ぬ
ク
ラ
ブ
談

議
の
輪
も
広
が
っ
て
同
窓
会
の
原
点
を

見
た
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
で
す
。
そ
の
あ
と
１
ヶ
月

も
経
た
ぬ
頃
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
発
症
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
出
始
め
、

３
月
に
入
る
と
そ
の
蔓
延
が
世
界
に
、

そ
し
て
日
本
に
と
拡
大
し
、
あ
っ
と
言

う
間
に
地
球
を
覆
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状

態
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
は
７
月
に
総
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
の
で
「
総
会
開
催
を
ど
う
し

よ
う
か
」
と
い
う
『
関
東
同
窓
会
設
立

以
来
の
大
問
題
』
に
遭
遇
す
る
事
と
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
こ
ん
な
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
場

面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
副
会
長
会
議

メ
ン
バ
ー
に
は
熱
心
に
率
直
に
、
且
つ

建
設
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
開
示
を
い

た
だ
き
、
ま
た
一
方
で
は
献
身
的
な
取

り
纏
め
作
業
も
あ
っ
て
今
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
編
成
等
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
度
後
半
か
ら
の
大
仕
事
が

『
事
務
所
移
転
作
業
』
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
長
年
に
亘
っ
て
当
同
窓
会
の
管
理

事
務
所
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
野
方
重

人
顧
問
（
77
期
）
の
事
務
所
業
務
を
、
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財財産産目目録録・・22001199 年年度度監監査査報報告告  

第第一一号号議議事事 年年度度事事業業報報告告・・収収支支決決算算報報告告・・監監査査報報告告

①① 議議決決さされれたた第第一一号号議議事事のの説説明明

2019 年度決算は、収支決算書の通り、46,753 円の黒字となりました。前年比で収入増・支出減を同時に実現

できました。同窓生の皆様のご協力と幹事期（97 期）の工夫によるもので、誠にありがとうございました。 
なお、本決算は、下記監査報告の通り、本年 4 月 15 日に監事による監査でも適正であると評価いただきました。 

 

静中・静高関東同窓会

（単位：円）

予算 決算額 差異 差異

1,950,000 1,770,000 △ 180,000 計590件(振込467,現金123) 51,000 会費17件増

1,000,000 1,019,000 19,000 214名（会員208来賓5学生1） 201,000 参加者38名増

480,000 440,000 △ 40,000 2019年掲載　未収4万円分減 50,000 2018年より広告枠増

250,000 250,000 0 前年同額 0

65,000 55,673 △ 9,327 祝儀5万円,古書代5,665円他 △ 9,206 祝儀1万円減

3,745,000 3,534,673 △ 210,327 292,794 収入増

1,350,000 1,181,050 △ 168,950 懇親会飲食清算方法変更（右記） △ 107,239 飲み放題止め実清算へ

1,580,000 1,590,000 10,000 2回8,500部　編集費は未計上 75,000 部数100増

300,000 214,463 △ 85,537 室料代217,975円 △ 38,755 理事会　1回中止

35,000 41,590 6,590 関西・中部支部総会出席 8,510 同左

100,000 85,397 △ 14,603 会費振込　想定→実績減　 32,109 下記注参照

40,000 54,833 14,833 新ホームページ構築16,481円外 18,112 同左

240,000 240,000 0 0

15,000 25,837 10,837 関西・中部支部総会祝儀15,000円 13,570

0 0 0 0

60,000 54,750 △ 5,250 卒業15年目の会5万円、図書券代 △ 4,335

3,720,000 3,487,920 △ 232,080 △ 3,028 支出減

〇収支　： 2019 年度の収支決算（単年） 　46,753円増加（黒字）となりました。

2020 年度への繰越金（次年度） 3,161,186円となります

※年会費郵便振込料　ATM 80円⇒150円、窓口 130円⇒200円

自2019/4/1～至2020/3/31

2019年度収支決算書
（収入の部）

年　　会　　費

摘　　要（予算比）

計

本部助成金

受取利息その他

総会・懇親会費

会報広告料

（支出の部）

総　　会　　費

旅費・交通費

会報発行費

前年比
摘　要（前年比）科　　　目

2019年度（対予算比）

計

慶弔費

予備費

事務費

消耗品費・雑費

銀行郵便局振込料

通信費

役員理事会費等

第89号　2020年5月25日	 　静中・静高関東同窓会会報　	 	　（2）

22001199 年年 度度 事事 業業 報報 告告  
自自 22001199//44//11～～至至 22002200//33//3311  

１. 第 45 回 静中・静高関東同窓会実施（97 期） 

（1）日時：2019 年 7 月 5 日(金) 18 時～21 時 

（2）場所：日本プレスセンター10 階 

（3）参加者：214 名（会員 209 名、ご来賓 5 名） 

（4）ご来賓 本校：熊ヶ谷智子教頭先生 

         本部：副会長 興津哲雄氏（84 期）・岡村幸彦氏（93 期） 

         本部：事務局 山口純二先生（89 期） 

         中部支部：加藤政幸支部長（91 期） 

（5）会長挨拶 多賀谷秀保（82 期） 

（6）来賓挨拶 熊ヶ谷智子教頭先生 

（7）母校へ図書券贈呈  古書コミ活動収益（古本売却）を、現役生たちに 

還元されるよう図書カードに替え、熊ヶ谷教頭先生へ贈呈しました。 

（8）議事  下記三議案とも承認議決されました。 

第１号議案 2018 年度事業報告、収支決算報告（杉山副会長）、 

監査報告（松島監事） 

第２号議案 2019 年度事業計画案、収支予算案（杉山副会長） 

第３号議案 役員改選（次期会長候補選定委員会 青木副会長） 

（9）新会長挨拶 杉山順一（84 期） 

（10）講演会 講演者：岡村浩志 (97 期)  

「東京 2020 大会の成功に向けて～「創造」現場から準備状況の報告～」 

（11）懇親会 

２．会 報 編 集 委 員 会 ：年 2 回（5・12 月）会報発行 

３．2019 年度会計監査 ：2020/4/15 

４．正副会長会(役員会) ：5 回 

５．理 事 会：4 回（新型コロナウィルス感染拡大により第５回 3 月理事会中止） 

６．各 期 幹 事 会 ：1/18 開催 ＷＥＢ申込・土曜日日中開催の試行 

７．異 業 種 交 流 会 ：３回開催（4/26,10/25,1/31） 

８．古 書 コ ミ 活 動 ：２回開催（7/5,1/18） 

９．芙 蓉 乃 会 ：新型コロナウィルス感染拡大により 2/23 開催を中止 

１０．卒業 15 年目の会 ：（120 期が対象）5/18 開催 65 名参加 

１１．ＷＥＢ広報委員会 ：ＨＰリニューアル 

１２．名 簿 管 理 委 員 会 ：会員 4024 名 

１３．事務所移転プロジェクト ：移転完了(会計監査後、会計引継ぎ) 



 

 

（3）	 　静中・静高関東同窓会会報　	 2020年5月25日　第89号

                                  22002200 年年度度事事業業計計画画     自 2020/4/1～至 2021/3/31 

1. 静中・静高関東同窓会総会 （議事書面報告） 

（1）定例総会の開催延期について 

2020 年 7 月 3 日開催予定「第 46 回関東同窓会総会」の開催は、来年度に延期とします。 

今年度議事は、以下の方法で決議・報告とし、今期活動を進めます。 

（2）議事 

第 1 号議事 2019 年度事業報告・収支決算報告・監査報告 

第 2 号議事 2020 年度事業計画案・収支予算案  

（3）決議方法 

規約 7 条同 20 条の「緊急事態」と捉え、正副会長会議での決議とします。決議内容は理事会へ諮問の上、5 月発行の

会報にて会員に報告します。同窓会員へパブリックコメント期間を設け、12 月会報で意見内容等の経過を公表します。 

（4）上記（1）～（3）について、第一回（4 月）正副会長会議にて審議・決議し、理事会へ諮問します。 

2. 会 報 編 集 委 員 会 ：年 2 回（５・12 月）会報発行 

3. 2020 年 度 会 計 監 査 ：2021 年 4 月実施予定 

4. 正副会長会（役員会） ：年 4 回（4 月はＷＥＢ審議にて開催） 

5. 理 事 会 ：年 4 回（4 月はＷＥＢ審議。集合しての会議開催は中止） 

6. 懇 親 付 き の 会 合 ：2/13（土）（9 月に開催の可否と内容を検討） 

7. 各 期 幹 事 会 ：上記の会合開催につき休会 

8. 異 業 種 交 流 会 ：2 回（10/24,1/30 予定） 

9. 古 書 コ ミ 活 動 ：1 回（2/13 予定） 

10. 芙 蓉 乃 会 ：今後、不定期開催とし、今期は予定せず 

11. 卒 業 １ ５ 年 目 の 会 ：開催時期、未定 (121 期が対象) 

12. Ｗ Ｅ Ｂ 広 報 委 員 会 ：ＨＰ改良の検討予定 

13. 名 簿 管 理 委 員 会 ：会報発行時にメンテナンス 

14. 募金・寄付の仕組み作り ：下期審議開始 



　

去
る
１
月
18
日
、
日
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
に
て
、
恒
例
の
各
期
幹
事
会

（
冬
の
総
会
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
よ
り
多
く
の
同
窓
生
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
会

場
を
広
げ
、
土
曜
の
昼
間
開
催
と
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
の
告
知
は
、
関

東
同
窓
会
初
の
試
み
で
、
過
去
４
期

の
総
会
等
で
取
得
し
ま
し
た
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
４
０
６
件
へ
メ
ー
ル
で
呼

び
か
け
を
し
ま
し
た
。
実
に
74
％
も

の
ご
返
事
を
い
た
だ
き
、
上
海
か
ら

の
メ
ー
ル
を
は
じ
め
ご
参
加
を
迷
わ

れ
て
い
た
方
な
ど
と
有
意
義
な
や
り

と
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

天
候
の
悪
い
中
で
し
た
が
、
68
期

２
０
２
０
年
『
冬
の
総
会
』

２
０
２
０
年
『
冬
の
総
会
』

　
　
　
　
　

８
０
人
が
楽
し
く
交
流

　
　
　
　
　

８
０
人
が
楽
し
く
交
流

　

副
会
長　

94
期　

桒
原　

千
朗

か
ら
122
期
ま
で
79
名
も
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、『
冬
の
総
会
』
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い
の
あ
る
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
会
合
と

懇
親
会
の
二
部
構
成
と
し
、
第
一
部

で
は
、
関
東
同
窓
会
の
活
動
内
容
の

紹
介
や
夏
の
総
会
の
予
告
な
ど
を
行

う
報
告
会
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
皆

で
会
場
を
再
設
営
し
、
第
二
部
の
懇

親
会
に
移
り
ま
し
た
。
静
中
を
知
る

68
期
吉
崎
先
輩
の
乾
杯
か
ら
始
ま

り
、
歓
談
で
は
、
各
自
の
名
札
に
高

校
時
代
の
ク
ラ
ブ
活
動
名
を
入
れ
る

工
夫
を
し
、
年
代
を
超
え
た
ク
ラ
ブ

別
の
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
、
実
に

楽
し
い
歓
談
の
場
と
し
て
過
ご
し
ま

し
た
。

　

懇
親
会
で
の
発
表
で
は
、
各
期
か

ら
の
挨
拶
や
野
球
関
係
の
催
し
物
を

行
い
、
皆
で
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後

に
、
静
中
・
静
高
関
東
同
窓
会
の
横

断
幕
を
背
景
に
、
参
加
者
全
員
の
記

念
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。
〆
は
、
全

員
で
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
逍
遥
歌
を
歌

い
、
夏
の
総
会
と
同
様
に
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
各
期
幹
事
会
は
、
今

ま
で
よ
り
ち
ょ
っ
と
大
規
模
と
は
な

り
ま
す
が
、全
員
の
顔
の
分
か
る『
通

称
冬
の
総
会
』
と
し
て
、
各
期
の
幹

事
に
限
ら
ず
多
く
の
同
窓
生
が
気
楽

に
集
え
る
会
と
し
て
、
同
窓
間
の
交

流
活
動
の
役
割
を
果
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
メ
ー
ル
で
の
呼
び
か

け
を
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

で
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
卒
業
期
・
お
名
前
・
送
付
希
望

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
メ
ー
ル
本

文
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

　

shizukokanto

＠gm
ail.com

（
会
長
挨
拶
続
き
、
１
頁
よ
り
）

新
し
く
新
間
香
織
様
（
106
期
）
の
事

務
所
に
移
す
作
業
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
拠
点
ほ
ど
多
様
な
業
務
が

集
積
し
て
い
る
所
は
な
く
、
野
方
様

を
は
じ
め
こ
の
業
務
に
携
わ
っ
た
星

様
に
は
随
分
と
ご
苦
労
を
お
掛
け
致

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
会
報
が
お
手
元
に
届
き

ま
す
頃
、
日
本
の
社
会
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
こ
と
に
鬱
陶
し
い
毎
日
で
不
安

と
も
ど
か
し
さ
一
杯
の
日
々
で
は
あ

り
ま
す
が
、こ
ん
な
時
は
笑
顔
と
共
に

皆
で
手
を
携
え
る
こ
と
が
出
来
る
同

窓
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
一
番
の

拠
り
所
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
皆
様
の
ご
努
力
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
メ
ー
ル

網
も
四
百
人
を
越
え
、
会
報
も
従
来

の
報
告
・
伝
達
、
各
種
ご
案
内
に
加

え
、
個
々
人
か
ら
の
問
い
掛
け
や

エ
ッ
セ
ー
、
文
芸
領
域
の
寄
稿
な
ど

読
み
応
え
の
あ
る
内
容
に
変
わ
っ
て

来
て
お
り
ま
す
の
で
、「
関
東
同
窓

会
の
ア
ゴ
ラ
」
と
し
て
充
分
そ
の
お

役
を
担
え
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
間
に
も
日
々
深
刻
さ
を

増
す
コ
ロ
ナ
災
禍
で
す
が
、
ど
う
ぞ

皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
御
自
愛
頂
き

再
び
笑
っ
て
会
え
ま
す「
集
い
の
日
」

が
１
日
も
早
く
参
り
ま
す
事
を
祈
念

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
に
世
界
が
揺

れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、

医
療
現
場
で
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
方
々
や
、エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で

働
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

研
究
機
関
に
勤
務
す
る
一
方
、
昨

年
か
ら
都
内
の
大
学
で
若
い
学
生
に

Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
論
を
教
え
て
い

る
。
授
業
に
際
し
て
心
掛
け
て
き
た

こ
と
は
、「
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
を
学
ぶ
べ
き

か
」
と
い
う
動
機
付
け
、
抽
象
的
な

話
で
は
な
く
具
体
的
な
事
例
を
使
っ

て
説
明
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
双
方

向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
視

だ
っ
た
（
自
分
自
身
の
大
学
生
時
代

コロナ雑感

を
振
り
返
る
と
、
こ
う
し
た
点
を
口

実
に
よ
く
教
室
を
脱
出
し
て
い
た
）。

　

一
年
か
け
て
学
生
の
反
応
や
声
を

聞
き
、「
二
〇
二
〇
年
度
は
よ
り
良

い
内
容
に
し
よ
う
」
と
資
料
作
り
を

始
め
た
と
こ
ろ
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
拡
大
だ
っ
た
。

　

授
業
開
始
は
当
初
予
定
の
四
月
か

ら
五
月
の
連
休
明
け
に
ず
れ
込
み
、

少
な
く
と
も
最
初
の
う
ち
は
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
に
な
る
と
決
ま
っ
た
。
コ

ロ
ナ
情
勢
急
展
開
の
中
、
土
壇
場
の

決
定
だ
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
準
備
に
大
童

　

あ
わ
て
て
仕
切
り
直
し
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
を

使
っ
た
双
方
向
授
業
は
ど
こ
ま
で
可

能
か
。
動
画
は
そ
の
程
度
の
容
量
迄

ア
ッ
プ
で
き
る
か
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
ス
ラ
イ
ド
に
音
声
を
乗
せ
る
場

合
、
ど
ん
な
注
意
が
必
要
か
。
学
生

側
の
端
末
の
状
況
も
分
か
ら
な
い
ま

ま
、
見
切
り
発
車
の
作
業
で
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
面
の
対
応
以
上
に
悩
ま

し
い
の
が
コ
ン
テ
ン
ツ
。
社
会
情
勢

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
で
あ
る
以

上
、
今
の
時
期
（
動
機
付
け
の
面
か

ら
も
）
コ
ロ
ナ
の
問
題
を
抜
き
に
し

た
授
業
は
あ
り
得
な
い
。
そ
う
は

い
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
手
持

ち
の
情
報
は
限
ら
れ
る
。
材
料
が
少

な
け
れ
ば
「
具
体
的
な
」
と
い
う
課

題
を
ク
リ
ア
す
る
の
は
容
易
で
な

い
。

　

さ
ら
に
「
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」。
対
面
の
授
業
で
も
な
か

な
か
難
し
い
の
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と

な
れ
ば
さ
ら
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

資
料
の
作
り
方
、
話
し
方
な
ど
手
探

り
状
況
だ
。

　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
（
大
規
模
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
）
と
し
て
世
界
的
に
有
名

なedX

やCoursera

な
ど
を
開
い
て

は
、「
凄
い
な
」
と
改
め
て
嘆
息
し

て
い
る
。

　
平
時
の
延
長
線
で
は
な
い
世
界

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
か
ら
三
カ
月
あ
ま
り
で
、
世
界
や

日
本
の
風
景
は
一
変
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
パ
リ
、
ロ
ー
マ
な
ど
の
都

市
が
封
鎖
（
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
）
さ
れ
、

東
京
中
心
部
も
人
影
は
減
っ
た
。
世

界
各
地
で
店
舗
が
閉
鎖
さ
れ
、
先
進

国
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が
拡
大
。
学
校

は
休
校
（
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
化
）
と

な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
は
医
療

崩
壊
が
起
き
、
人
々
が
コ
ロ
ナ
に
よ

る
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き
る
。

　

そ
し
て
今
後
、
経
済
的
な
打
撃
が

及
ん
で
来
る
の
は
必
至
だ
ろ
う
。
新

聞
記
者
時
代
、
国
家
・
経
済
が
破
綻

し
た
冷
戦
終
了
期
の
旧
ソ
連
や
東
欧

諸
国
を
訪
れ
た
経
験
が
あ
る
。
平
時

の
延
長
線
上
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い

世
界
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
場
合
、
そ
も
そ
も
感
染

拡
大
が
ど
う
な
る
か
で
行
方
は
全
く

変
わ
る
。
学
生
に
先
行
き
を
尋
ね
ら

れ
た
ら
、「
分
か
ら
な
い
」
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
。

　

授
業
で
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

繰
り
返
し
伝
え
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
①
世
界
に
目
を
開
こ
う
、
②
自

分
で
考
え
よ
う
、③
基
礎
を
学
ぼ
う
、

の
三
点
だ
。「
自
分
で
考
え
よ
う
」

　

三
月
、
春
先
の
こ
の
時
期
に
口
元

が
華
や
か
と
い
え
ば
、
春
の
新
色
の

口
紅
を
思
い
浮
べ
る
が
、
２
０
２
０

年
は
、
手
作
り
の
マ
ス
ク
。
通
勤
車

内
の
若
い
女
性
の
口
元
に
は
、
い
か

に
も
苦
労
し
て
作
り
ま
し
た
と
い
っ

た
具
合
の
、
小
花
柄
の
ガ
ー
ゼ
の
マ

ス
ク
が
覆
っ
て
い
た
。「
厚
過
ぎ
た
」

と
、
友
人
へ
話
し
て
い
る
の
が
聞
こ

え
て
き
た
。

　

慢
性
的
な
マ
ス
ク
不
足
。
３
月
半

ば
、
す
で
に
、
医
療
用
の
ガ
ー
ゼ
も

ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
の
棚
か
ら
消
え

た
。
生
地
店
で
は
柄
模
様
の
コ
ッ
ト

ン
ガ
ー
ゼ
は
手
に
入
る
、例
年
な
ら
、

小
物
や
子
供
用
の
パ
ジ
ャ
マ
と
い
っ

た
手
作
り
に
使
用
す
る
の
だ
が
、
現

在
は
そ
の
コ
ー
ナ
ー
は
特
設
手
作
り

マ
ス
ク
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　

口
元
華
や
か
な
マ
ス
ク
、
例
年

だ
っ
た
ら
『
何
？
』
と
思
う
代
物
か

も
し
れ
な
い
が
、
２
０
２
０
年
の
車

内
を
少
し
春
め
か
し
て
い
た
。

　

四
月
、
今
ま
で
マ
ス
ク
の
行

列
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
の
は
、
生
活
時
間

帯
が
違
う
た
め
だ
っ
た
。
開
店

前
か
ら
並
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い

人
の
ほ
う
が
大
多
数
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
午
前
十
一
時
頃
、
開

ローマ・トレビの泉＝コロナ禍前の賑わい

を
重
視
す
る
の
は
、
我
々
が
生
き
る

世
界
は
先
な
ど
見
通
せ
る
も
の
で
は

な
く
、「
決
ま
っ
た
答
え
」
が
あ
る

わ
け
で
な
い
か
ら
。
コ
ロ
ナ
感
染
の

時
代
こ
そ
ま
さ
に
そ
う
し
た
認
識
が

大
切
だ
。

　

そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
年
は
特

に
強
調
す
る
つ
も
り
だ
が
、
さ
て

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ど
こ
ま
で
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
い
さ
さ
か
心

許
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。　

「
自
分
で
考
え
よ
う
」

　

 

先
行
き
不
明
な
時
代
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

92
期　

日
下　

淳

　

２
０
２
０
年
春
の
マ
ス
ク

90
期　

山
下　

雅
子

不織布で手作り

ミシンで大量生産
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店
中
の
駅
前
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で

人
々
が
順
次
促
さ
れ
て
店
舗
に
入
っ

て
い
く
の
を
見
か
け
た
。
も
ち
ろ
ん

マ
ス
ク
購
入
の
た
め
で
あ
っ
た
。
そ

の
通
り
の
数
百
メ
ー
ト
ル
先
の
別
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
は
、『
本
日
は
マ

ス
ク
の
入
荷
あ
り
ま
せ
ん
』と
掲
示
。

日
を
ず
ら
し
て
い
る
の
か
、
取
引
先

が
異
な
る
た
め
に
入
荷
日
が
違
う
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
ア
プ
リ
で
入
荷

あ
る
店
舗
の
表
示
も
あ
る
ら
し
い
と

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
な
に
よ
り

も
情
報
入
手
が
肝
心
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
先
で
は
、
店
員
が
店

先
に
出
て
、『
洗
え
る
マ
ス
ク
（
つ

ま
り
布
製
の
こ
と
）
あ
り
ま
す
。
お

ひ
と
り
５
個
ま
で
』
と
、
商
品
を
手

に
し
て
連
呼
し
て
い
た
。
が
、
行
列

も
な
く
、
人
だ
か
り
も
な
く
、
通
り

過
ぎ
る
人
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
は
不

思
議
な
光
景
に
見
え
た
。

　

マ
ス
ク
と
は
使
い
捨
て
の
不
織
布

の
み
を
今
は
求
め
て
い
る
。
マ
ス
ク

を
手
作
り
し
た
者
と
し
て
は
時
間
と

材
料
入
手
を
考
え
れ
ば
、
既
成
の
マ

ス
ク
が
入
手
で
き
る
な
ら
購
入
者
が

い
る
の
に
と
思
っ
て
い
た
が
、
ニ
ー

ズ
は
異
な
る
よ
う
だ
っ
た
、
２
０
２

０
年
の
４
月
１
日
の
こ

と
。
そ
の
日
の
夕
方
、

世
帯
に
２
枚
の
布
マ
ス

ク
を
郵
送
す
る
と
公
表

さ
れ
た
春
の
マ
ス
ク
事

情
だ
っ
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
で
、
東
京
で
も
静

岡
で
も
飲
食
店
は
休
業
、
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
週
間
だ
と
人
と
も
会
え
な

い
、関
東
か
ら
は
帰
省
も
で
き
な
い
。

そ
こ
で
代
表
幹
事
・
河
村
氏
の
声
掛

け
で
、
96
期
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み

会
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
数
人
で
ト
ラ
イ
ア
ル
。
多

く
がFacebook

で
繋
が
っ
て
い
る

の
で
、
最
初
はFacebook

の
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
の
ビ
デ
オ
通
話
で
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法

で
繋
い
で
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
ビ
デ
オ
通
話
は

８
人
迄
と
い
う
制
限
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、別
の
方
法
を
試
す
こ
と
に
。

「Zoom

の
無
料
版
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

が
心
配
」、「
シ
ス
コ
社
のW

ebex

は
使
え
そ
う
だ
」
な
ど
と
話
し
な
が

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ツ
ー
ル
を
試
し
て

み
ま
し
た
。

　

翌
週
の
４
月
25
日
、
８
人
以
上
が

参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
で
始
め
た
飲
み
会
は

W
ebex

に
移
行
。
と
こ
ろ
が
、
一

名
だ
け
声
が
ど
う
し
て
も
聞
こ
え

な
い
。
そ
こ
で
急
遽
、
参
加
者

のLIN
E

ア
カ
ウ
ン
ト
を
聞
い
て
、

LIN
E

の
ビ
デ
オ
通
話
で
試
し
た
と

こ
ろ
、
静
岡
か
ら
、
東
京
か
ら
、
神

奈
川
か
ら
、
延
べ
15
人
前
後
が
繋
が

り
、
飲
み
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
。

　
「
仕
事
は
ど
う
し
て
い
る
？
」「
在

宅
勤
務
は
難
し
い
」、「
高
校
野
球

も
止
ま
っ
て
い
て
寂
し
い
」
な
ど
、

普
段
で
き
な
い
会
話
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

LIN
E

の
ビ
デ
オ
通
話
は
時
々
音
声

が
途
切
れ
、
若
干
の
不
安
定
さ
が
難

で
し
た
。
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
は
５
月

中
に
も
50
人
ま
で
接
続
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
ツ
ー

ル
の
進
化
が
待
た
れ
ま
す
。

　

い
ま
関
東
で
開
催
し
て
い
る
講
演

会
『
岳
南
サ
ロ
ン
96
』
で
も
こ
の
ビ

デ
オ
通
話
は
使
え
そ
う
で
、
静
岡
の

人
も
、
関
西
に
い
る
人
も
、
海
外
か

ら
も
、
講
演
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
に
限
ら
ず
、
こ

う
し
た
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
っ
て
、
同

窓
会
の
輪
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
行

き
そ
う
で
す
。

４
月
か
ら
の
新
事
務
所
で
す

　
　

よ
ろ
し
く

　
　
　
　

お
願
い
致
し
ま
す

　

106
期
の
新し

ん
ま間
香
織
と
申
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
、
御
茶
ノ
水
に
て
弁
護

士
始
業
と
同
時
に
「
開
倫
総
合
法
律

会
計
事
務
所
」を
開
業
致
し
ま
し
た
。

司
法
書
士
で
す
。

　

こ
の
度
、
ご
縁
が
あ
り
関
東
同
窓

会
の
事
務
局
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
は
（
あ
ま
り
真
面
目
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
）
水
泳
部

に
所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

楽
器
屋
が
出
迎
え
る
御
茶
ノ
水
駅
か
ら

ひ
と
歩
き
。
昭
和
の
風
情
を
残
す
古
本

屋
や
製
版
会
社
が
立
ち
並
ぶ
通
り
か
ら

一
本
隔
て
た
、
静
寂
で
ど
こ
か
洋
風
な

並
木
道
に
あ
る
新
事
務
所
。
ク
リ
ー
ム

色
の
ビ
ル
の
２
階
で
す
。

 

今
こ
そ
繋
が
る
、オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

今
こ
そ
繋
が
る
、オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

96
期　

大
澤　

理
向き合っての会話が出来るオンライン飲み会

2020年3月14日、野方事務所の星さんから
業務説明をしていただきました。

案
内
図
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事
務
所
移
転
に
寄
せ
て

　
　
時
代
を
振
り
返
る

77
期　

清
水 

雅
尚

　

私
が
関
東
同
窓
会
に
関
わ
り
始

め
た
の
は
25
年
ほ
ど
前
か
と
思
い

ま
す
。
新
日
本
証
券
の
社
長
（
当

時
）
の
大
石
巌
さ
ん
（
53
期
）
が

会
長
の
頃
で
し
た
。
同
窓
会
を
回

し
て
い
た
の
は
藁
科
さ
ん
（
87

期
）
と
、
大
石
さ
ん
の
秘
書
・
山

崎
さ
ん
。
二
人
共
、
多
忙
の
中
で

実
に
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
毎
年
の
総
会
は
新
日
本
証
券

の
地
下
大
食
堂
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
先
輩
方
の
挨
拶
ば
か
り
で
目

玉
が
な
い
。
運
営
も
正
直
言
っ
て

行
き
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
23
年

前
、
静
岡
本
部
の
総
会
を
近
く
77

期
が
担
当
す
る
と
い
う
事
で
出
席

し
て
み
た
ら
、
な
る
ほ
ど
、
こ
の

よ
う
に
や
れ
ば
面
白
く
な
る
と
思

い
、「
翌
年
の
関
東
同
窓
会
の
総

会
を
77
期
で
や
ろ
う
」
と
持
ち
か

け
、
そ
れ
な
ら
や
っ
て
み
ろ
と
言

う
こ
と
に
な
り
、
同
期
の
三
浦
君

な
ど
と
始
め
た
の
が
現
在
の
形
で

す
。
最
初
の
講
演
者
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

山
川
静
夫
さ
ん
（
67
期
）
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
泥
縄
式
で
し
た

が
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は

「
私
の
頂
い
て
い
る
時
間
は
○
分

で
す
。
こ
の
時
間
で
ピ
ッ
タ
リ
終

わ
り
ま
す
」
と
山
川
さ
ん
。
そ
の

通
り
に
終
え
ま
し
た
。
さ
す
が
プ

ロ
中
の
プ
ロ
で
し
た
。
甲
子
園
に

行
っ
た
際
に
乗
っ
た
新
幹
線
で
寝

過
ご
し
て
気
付
い
た
ら
車
庫
の
中

だ
っ
た
、
そ
の
時
、
下
車
し
て
見

た
車
体
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し

た
…
な
ど
面
白
お
か
し
く
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

苦
し
か
っ
た
の
は
そ
の
翌
年
か

ら
で
し
た
。
ま
ず
次
年
度
の
幹
事

発
掘
か
ら
で
す
。
つ
て
を
頼
っ
て

電
話
を
掛
け
ま
く
っ
て
も
な
か
な

か
良
い
返
事
を
貰
え
ず
、
驚
い
た

こ
と
に
同
期
で
一
度
も
集
ま
っ
た

こ
と
が
無
い
期
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
次
第
に
理
解
が
進
み

「
同
期
が
集
ま
る
機
会
を
作
っ
て

く
れ
た
」
と
感
謝
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

打
合
せ
を
御
茶
ノ
水
の
中
大
会

館
で
行
い
、
終
了
後
に
近
く
の
イ

タ
リ
ア
料
理
店
で
愉
快
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
私
達
と
し
て
は

一
番
盛
り
上
が
っ
た
頃
で
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
60
年
に
関
東
同
窓
会
が
創

立
さ
れ
し
ば
ら
く
は
事
務
所
と
い

う
も
の
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
会
長
が
奥
沢
さ

ん
、
上
杉
さ
ん
の
頃
は
山
中
さ

ん
（
73
期
）
の
会
社
で
仲
川
さ

ん
（
73
期
）
が
事
務
所
に
居
て
同

窓
会
を
仕
切
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
平
成
16
年
、
清
水
汪
会
長
の

時
、
野
方
事
務
所
に
関
東
同
窓
会

を
置
か
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
16

年
間
も
の
長
い
間
、
お
世
話
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

最
初
は
彼
の
為
に
良
い
事
も
あ

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
傍
で
見
て
い
た
私
に
は
そ
の

大
変
な
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
本
業
が
あ
り
、
そ

の
間
に
同
窓
会
の
い
ろ
い
ろ
な
電

話
が
入
っ
て
来
る
。
野
方
君
に
は

甘
え
て
し
ま
っ
た
16
年
間
で
し

た
。
し
か
し
こ
の
16
年
間
、
野
方

事
務
所
に
同
窓
会
事
務
所
を
構
え

る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
同
窓
会

活
動
を
安
定
的
に
運
営
出
来
た
こ

と
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
事

務
所
で
残
念
だ
っ
た
こ
と
は
先
輩

同
士
が
声
高
に
喧
嘩
を
始
め
事
務

方
の
星
さ
ん
に
呆
れ
ら
れ
る
ほ
ど

だ
っ
た
事
で
す
。
ま
た
先
輩
の
中

に
は
事
務
所
で
我
が
物
顔
な
行
動

を
し
て
大
変
な
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
思
い
出
も
あ
り
ま

す
。
有
志
で
の
旅
行
で
す
。
紅
葉

を
求
め
て
先
輩（
米
川
さ
ん
71
期
）

が
や
っ
て
い
る
八
幡
平
の
広
い
敷

地
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
（
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
）
と
松
川
温
泉
、
十
和
田
湖
と

平
泉
。
福
島
磐
梯
へ
の
旅
行
。
富

士
周
遊
の
旅
行
。
そ
の
中
心
に
は

い
つ
も
浦
田
さ
ん
（
71
期
）、
垣

生
さ
ん
（
78
期
）
が
お
り
ま
し
た
。

ま
た
同
窓
会
の
毎
年
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。
名

門
箱
根
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会

員
だ
っ
た
大
石
さ
ん
の
お
声
掛
か

り
で
数
十
名
の
大
コ
ン
ペ
を
や
り

ま
し
た
。
コ
ン
ペ
の
前
組
で
は
巨

人
軍
の
長
嶋
さ
ん
、
金
田
正
一
さ

ん
が
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
無
我

夢
中
の
時
代
で
し
た
。

　

年
々
歳
々
人
は
変
わ
っ
て
も
同

窓
会
は
続
い
て
い
き
ま
す
。
先
輩

達
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
行

く
の
は
寂
し
い
限
り
で
す
が
、
そ

の
か
わ
り
元
気
な
後
輩
達
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
先
行
き
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
野
方
君
、
事
務
局
の
星

さ
ん
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
ず
。

　
「
年
齢
的
に
そ
ろ
そ
ろ
…
」。
77

期
・
野
方
重
人
顧
問
か
ら
事
務
局
返

還
の
お
話
が
あ
っ
た
の
が
一
年
前
で

し
た
。
長
年
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

た
私
が
新
事
務
所
を
探
し
始
め
、
幸

運
に
も
89
期
・
笠
松
理
事
か
ら
106
期
・

新
間
さ
ん
の
事
務
所
を
推
薦
し
て
い

た
だ
き
、
お
蔭
様
で
こ
の
た
び
無
事

に
移
転
完
了
と
な
り
ま
し
た
。長
年
、

場
所
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
た

上
、
野
方
顧
問
そ
し
て
秘
書
の
星
英

哉
氏
に
は
事
務
局
と
し
て
多
大
な
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し

く
事
務
所
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ

た
新
間
さ
ん
を
皆
で
サ
ポ
ー
ト
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
会
員
同
士
が
寄
り

添
い
合
え
る
新
た
な
拠
点
と
し
て
次

世
代
の
同
窓
会
作
り
を
目
指
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
副
会
長　

87
期　

高
橋
宏
）

野
方
氏（
左
）の
ご
苦
労
を
労
う
同
期

の
清
水
氏

今
年
の
各
期
幹
事
会
ア
ル
バ
ム
よ
り

16 年間、ありがとうございました

歴
代
の
同
窓
会
幹
事
さ
ん
達
も
足
繫
く
通
っ

た
神
田
の
野
方
事
務
所
は
、
名
物
最
中
で
有

名
な
「
庄
之
助
」
が
あ
る
ビ
ル
の
6
Ｆ
で
し

た
。
愛
着
あ
る
光
景
で
す
。
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俳
句
に
憑
か
れ
て

61
期　

大
石
恒
夫

　

61
期
91
歳
、
も
と
外
科
医
、
静
岡

在
住
の
大
石
で
す
。
95
期
の
見
原
万

智
子
さ
ん
か
ら
、
俳
句
エ
ッ
セ
イ
の

依
頼
を
受
け
て
吃
驚
し
た
。
関
東
61

期
に
は
、
か
の
稲
森
慎
二
、
清
水
照

彦
、
ピ
ア
ノ
の
坪
田
昭
三
、
テ
ニ
ス

の
諸
田
実
な
ど
、
何
人
か
居
る
が
事

情
が
解
ら
な
い
。
そ
こ
で
支
部
会
報

を
送
っ
て
貰
い
ま
た
吃
驚
し
た
。
91

期
の
俳
人
恩
田
侑
布
子
さ
ん
、
川
面

忠
男
氏
、
見
原
さ
ん
、
島
田
淳
氏
、

笠
松
一
久
氏
、
安
田
峰
氏
、
菊
入
み

ゆ
き
さ
ん
な
ど
に
よ
る
、
俳
句
に
関

す
る
高
度
な
記
事
が
連
載
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
は
こ
れ
は
。

　

先
ず
自
己
紹
介
。
俳
句
を
始
め
た

の
は
80
歳
過
ぎ
か
ら
で
、
師
に
就
い

た
の
は
こ
の
５
年
ば
か
り
、
ど
素
人

で
あ
る
。そ
れ
が
90
歳
を
記
念
し
て
、

『
石
一
つ
』
な
る
句
集
を
上
梓
し
た
。

年
寄
が
良
く
頑
張
っ
た
と
言
う
意
味

で
あ
ろ
う
、
静
岡
新
聞
に
、
恩
田
侑

布
子
さ
ん
の
推
薦
文
と
と
も
に
、
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
未
見

の
見
原
さ
ん
の
目
に
止
ま
っ
た
よ
う

だ
。

　

若
い
頃
は
俳
句
を
や
ら
な
か
っ
た

が
、
や
る
環
境
が
無
い
訳
で
は
な

か
っ
た
。
昭
和
23
年
か
ら
35
年
ま
で

東
京
に
住
ん
で
い
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ン
に
な
っ
た
年
、
赤
門
前
の
下
宿
人

の
ル
ー
ル
と
し
て
、
居
を
後
輩
に
譲

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
終
戦
後
の

未
だ
食
う
や
食
わ
ず
や
の
時
代
で
あ

る
。
今
の
よ
う
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一

室
を
、
な
ん
て
余
裕
は
な
い
。
親
を

亡
く
し
て
い
た
私
は
、
池
袋
の
富
安

風
生
が
大
叔
父
に
当
た
る
事
を
思
い

出
し
、
図
々
し
く
彼
の
艸
魚
洞
に
潜

り
込
ん
だ
。
ま
ず
は
自
立
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
、
俳
句
や
出
世
は

断
念
し
て
（
実
は
力
も
不
足
し
て
い

て
）、
40
歳
前
に
、
生
ま
れ
た
静
岡

市
鷹
匠
で
開
業
し
た
。

　

私
が
俳
人
協
会
で
は
な
く
現
代
俳

句
協
会
に
属
し
て
い
る
の
は
、
ほ
ぼ

偶
然
で
あ
る
。
句
集
を
出
す
頃
に

な
っ
て
、戦
後
の
俳
句
の
世
界
に
二
、

三
の
流
れ
が
あ
る
事
を
知
っ
た
。
静

岡
駿
府
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
俳
句

同
好
会
の
、
世
話
人
の
方
が
現
俳
系

だ
と
知
っ
た
の
も
後
の
事
、
恩
田
さ

ん
を
知
っ
た
の
も
、
昨
年
の
静
中
・

静
高
同
窓
会
会
報
を
見
て

か
ら
で
あ
る
。

　

80
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
何

ゆ
え
俳
句
を
始
め
た
か
？

外
科
医
と
し
て
馬
車
馬
の

よ
う
に
仕
事
を
し
て
い
た

の
が
、
手
術
、
病
室
を
や

め
て
暇
が
出
来
た
の
が
大
き
い
。
生

家
鷹
匠
の
甥
の
診
療
所
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
は
忙
し
く
は
な
い
。
そ
こ
で
勧

め
ら
れ
て
俳
句
を
始
め
た
が
、
こ
れ

が
結
構
面
白
く
て
奥
が
深
い
。
悪
女

の
よ
う
に
一
筋
縄
で
い
か
な
い
。
好

奇
心
旺
盛
な
老
人
が
引
掛
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

始
め
て
み
て
、
今
ま
で
世
の
中
の

美
し
い
物
を
、
花
も
鳥
も
季
節
も
識

ら
ず
に
過
ご
し
て
居
た
事
に
気
づ
い

た
。
例
え
ば
身
の
回
り
の
、
少
な
く

も
十
何
種
類
か
の
、
樹
が
、
花
が
、

草
が
夫
々
自
己
を
主
張
し
て
お
り
、

庭
の
餌
台
に
来
る
鳥
も
、
雀
と
四
十

雀
だ
け
で
は
無
か
っ
た
。
季
語
で
は

時
候
の
「
春
」
一
つ
と
っ
て
も
、
初

春
、
寒
明
、
か
ら
、
春
惜
し
む
、
夏

近
し
な
ど
な
ど
、
実
に
50
種
以
上
の

微
妙
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
う
「
春
」

が
あ
る
。

　

次
に
「
言
葉
」、
言
葉
は
真
に
そ

の
も
の
を
現
し
得
て
い
る
か
な
ん
て

難
し
い
話
で
は
無
く
、
俳
句
特
有
の

用
語
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
蝌カ

ト蚪
で

も
よ
く
て
、
夕
焼
け
は
ゆ
や
け
と
読

ん
で
も
良
い
の
類
。
理
系
の
小
生
、

そ
れ
だ
け
で
も
５
年
10
年
で
は
会
得

出
来
な
い
。
知
ら
ぬ
事
が
一
杯
あ
る

の
は
楽
し
い
。

　

楽
し
い
が
先
が
長
く
は
な
い
か
ら

の
ん
び
り
出
来
な
い
。
句
集
『
石
一

つ
』
で
は
、
写
生
句
、
自
己
史
俳
句

が
多
か
っ
た
（
そ
れ
が
却
っ
て
新
鮮

だ
と
言
う
俳
人
も
お
ら
れ
た
が
）。

　

代
表
句
は

春
の
夜
の
筆
圧
勁
き
女
文
字

細
胞
に
死
ぬ
プ
ロ
グ
ラ
ム
秋
う
ら
ら

老
い
と
い
う
純
情
も
あ
り
冬
の
蝶

の
辺
り
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
少
し
は
詩
的
な
句

も
作
り
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

恩
田
さ
ん
の

こ
ろ
が
り
し
桃
の
中
か
ら
東
歌

清
水
伶
さ
ん
の

星
祀
る
し
ろ
い
金
魚
に
名
を
つ
け
て

な
ど
、
宙
吊
り
に
さ
れ
た
よ
う
な
、

よ
く
は
解
ら
な
い
が
美
し
さ
が
あ

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

Ｓ
３　

静
岡
市
鷹
匠
生
れ
、
静
中
61
期

卒

　

27　

東
大
医
卒
、
一
外
入
局

　

40　

大
石
外
科
胃
腸
科
開
業

Ｈ
26　

右
閉
院
、
現
在
迄
大
石
内
科
循

環
器
科
勤
務

　

21　

静
岡
駿
府
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

俳
句
会
入
会

　

25　
「
遊
牧
」
入
会
、
塩
野
谷
仁
氏

に
師
事

　

29　
「
車
座
」
同
人
、
静
岡
文
芸
会

員

　

30　
「
遊
牧
」
同
人

Ｒ
１　

現
代
俳
句
協
会
会
員

　
　
　

句
集
『
石
一
つ
』
上
梓

る
。
爺
さ
ん
が
作
る
の
は
無
理
と
言

う
も
の
か
な
。

　

こ
こ
ま
で
書
い
て
来
た
ら
、
３
・

11
記
念
日
に
な
っ
て
、
お
ま
け
に
世

界
は
戦
争
以
来
の
大
事
件
、
間
違
え

ば
人
類
滅
亡
の
（
多
分
高
齢
者
と
貧

民
淘
汰
の
）
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
一
方
例
年
通
り
家
の
ミ

モ
ザ
は
満
開
。

天
網
の
天
鼠
の
と
が
め
蛇
の
う
ら
み

新
冠
病
毒
鎖
国
で
凌
ぐ
鳥
ぐ
も
り

呼
子
鳥
パ
ヌ
ル
ー
神
父
に
逢
ひ
た
か
り

彼
岸
寒
誰
れ
も
ハ
グ
せ
ず
下
知
の
出
て

　

こ
の
と
こ
ろ
こ
ん
な
時
事
俳
句
も

ど
き
ば
か
り
出
来
る
。

春
の
闇
真
水
求
め
し
大
愚
な
ど

ジ
ュ
テ
ー
ム
を
言
う
最
終
章
ミ
モ
ザ
咲
き

鳥
つ
る
む
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
華
奢
な
首

修
司
の
忌
父
似
の
背
中
燕
く
る

石
け
り
の
小
石
を
探
す
春
の
夢

な
ど
の
方
が
好
ま
し
い
と
思
っ
て
は

い
る
の
だ
が
。　
　
　
　
　
　

了

　

令
和
二
年
三
月

　

駿
府
城
址
は
ま
す
ま
す
緑
深
く
、
花
々
が
競
う
よ
う
に
咲
い
て

い
る
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
三
年
目
に
入
っ
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
、

静
岡
市
在
住
の
お
二
人
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
一
つ
滑
り
行
く
な
り
大
枯
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
診
察
室
で
）

わ
た
し
と
俳
句
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恩
師
と
の
出
会
い

　
　
　
　
　
　

88
期　

金
森
文
孝

俳
号　

三
夢（
ス
リ
ー
ム
）

　

小
春
日
和
の
国
分
寺
で
、
五
十
年

ぶ
り
に
高
校
時
代
の
恩
師
と
再
会
し

ま
し
た
。
高
一
の
時
に
古
典
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
松
浦
節
先
生
で
す
。

先
生
の
授
業
は
痛
快
で
、
古
文
の
品

詞
分
解
を
す
る
時
「
君
た
ち
の
参
考

書
に
は
何
て
書
い
て
あ
る
？
」「
そ

れ
は
間
違
い
。
僕
の
意
見
に
従
っ
て

く
れ
」
と
何
時
も
自
信
満
々
の
指
導

を
な
さ
り
、
短
縮
授
業
に
な
る
と

「
五
十
分
で
は
授
業
に
な
ら
な
い
。

今
日
は
清
少
納
言
と
紫
式
部
は
ど
っ

ち
が
美
人
だ
っ
た
か
を
話
そ
う
」
と

興
味
深
い
お
話
で
楽
し
ま
せ
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

先
生
は
静
高
を
去
ら
れ
た
後
、
小

平
市
の
創
価
中
学
・
高
校
に
移
ら
れ

校
長
先
生
を
歴
任
さ
れ
退
職
後
は

小
説
の
執
筆
を
さ
れ
、
平
成
十
四

年
『
伊
奈
半
十
郎
上
水
記
』
で
第

二
十
六
回
歴
史
文
学
賞
を
受
賞
さ

れ
、そ
の
後
も
『
約
束
の
奔
流
』『
明

け
ゆ
く
大
地
』
を
上
梓
さ
れ
、
昨
年

は
若
き
日
の
芭
蕉
を
取
り
上
げ
た

『
日
本
橋
の
桃
青
』（
郁
朋
社
）
を
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
大
学
の
恩

師
・
辻
邦
生
先
生
の
没
後
二
十
年
の

イ
ベ
ン
ト
が
松
浦
先
生
の
ご
自
宅
の

駅
ひ
と
つ
国
分
寺
よ
り
で
開
催
さ
れ

た
為
、
昨
年
、
本
を
ご
恵
贈
戴
い
た

お
礼
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　

突
然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

先
生
は
大
歓
迎
し
て
下
さ
り
、
五
十

年
前
の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
熱
く

語
っ
て
下
さ
り
、
八
十
七
歳
の
現
在

も
出
版
社
の
依
頼
で
執
筆
を
続
け
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
伺
い
私
は
大
喜
び

で
静
岡
に
帰
り
ま
し
た
。
今
年
の
お

年
賀
状
で
先
生
は
「
小
説
は
六
十
八

歳
よ
り
、
現
役
時
代
は
一
行
も
書
か

な
い
。
ひ
た
す
ら
教
師
に
徹
し
ま
し

た
」
と
お
書
き
下
さ
り
、
私
は
心
か

ら
感
動
致
し
ま
し
た
。

　

さ
て
私
は
昨
年
暮
れ
か
ら
、九
十
一

期
の
恩
田
侑
布
子
さ
ん
の
句
会
に
参

加
し
、
御
指
導
を
仰
い
で
お
り
ま
す

が
、私
が
俳
句
を
学
ん
だ
第
一
歩
は
、

や
は
り
高
一
の
時
、
現
国
の
西
山
民

雄
先
生
か
ら
で
し
た
。
西
山
先
生
も

豪
傑
で
、
お
若
い
頃
、
石
原
慎
太
郎

と
芥
川
賞
を
争
っ
た
と
い
う
逸
話
が

あ
り
ま
す
。
先
生
は
虚
子
の
「
桐
一

葉
日
当
た
り
な
が
ら
落
ち
に
け
り
」

と
い
う
句
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
当

た
り
な
が
ら
と
は
、
秋
の
日
差
し
の

中
を
桐
の
葉
が
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
て

い
く
様
子
を
的
確
に
写
生
し
た
も
の

だ
と
ご
指
導
下
さ
り
、
私
は
俳
句
の

深
さ
に
感
嘆
し
ま
し
た
。
現
在
呆
け

防
止
の
為
、
俳
句
を
捻
っ
て
い
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
句
と
の
出
会
い

で
し
た
。

　

昨
年
の
暮
れ
に
鎌
倉
の
三
木
卓
先

輩
（
七
十
期
）
の
お
見
舞
い
に
伺
っ

た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
一
月
の
静

岡
新
聞
の
三
木
卓
氏
の
エ
ッ
セ
イ
で

紹
介
さ
れ
、
そ
こ
で
愚
生
の
句
が
記

さ
れ
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
。
汗
顔
の
至
り

で
す
。
か
よ
う
に
私
が
静
高
か
ら
享

受
し
た
恩
恵
は
は
か
り
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
一
日
一
句
を
目
標

に
精
進
い
た
し
た
い
と
念
じ
て
お
り

ま
す
。

漂
泊
を
海
月
に
習
う
余
生
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
孝

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
５
３
年
静
岡
市
生
ま
れ
。
静
高
88

期
。
学
習
院
大
学
法
学
部
卒
。

家
業
の
中
華
料
理
店
経
営
後
、
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
、
塾
講
師
、
一
般
企
業
人
事

課
、
衆
議
院
議
員
秘
書
、
健
診
施
設
理

事
、
介
護
施
設
相
談
室
を
経
て
年
金
生

活
を
ス
タ
ー
ト
。

〈
著
書
〉

　
『
奇
妙
に
お
か
し
い
話
』（
光
文
社
・

共
著
）

　
『
狂
師
の
群
れ
・
デ
バ
ラ
と
お
子
様

ラ
ン
チ
』（
日
本
文
学
館
）

松
浦
節
先
生

「
お
元
気
な
お
姿
を
教
え
子
に
是
非
」
の

お
願
い
に
笑
顔
で
ご
了
承
。

三
木
卓
先
輩

「
来
年
の
夏
は
こ
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
、
テ
レ
ビ
の
前
で

静
高
を
応
援
す
る
よ
」
と
の

コ
メ
ン
ト
を
戴
く
。

（
写
真
手
前
が
筆
者
）

　

私
が
東
京
の
町
田
市
の

カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー

で「
小
説
の
書
き
方
講
座
」

を
開
講
し
て
二
十
年
以
上

の
歳
月
が
過
ぎ
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば

ら
く
し
て
、「
公
募
ガ
イ
ド
」
と
い

う
月
刊
誌
に
、
山
村
正
夫
先
生
の
後

を
継
い
で
連
載
を
始
め
、
そ
れ
が
今

春
で
二
百
五
十
六
回
に
達
し
た
か

ら
、
つ
く
づ
く
長
い
。

　

そ
の
間
に
、『
信
長
の
棺
』
の
ベ

歳
を
取
る
と
根
性
が
ひ
ね
く
れ
て
く
る

歳
を
取
る
と
根
性
が
ひ
ね
く
れ
て
く
る

8181
期　期　

若
桜
木
　
虔

若
桜
木
　
虔
（
稲
村
直
彦
）

（
稲
村
直
彦
）

ス
ト
セ
ラ
ー
を
出
し
た
加
藤
廣
さ
ん

を
始
め
、
幸
運
に
も
大
勢
の
新
人
賞

受
賞
作
家
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
ジ
ャ

ン
ル
が
、
時
代
劇
に
極
端
に
偏
っ
て

い
る
。

　

朝
日
時
代
小
説
大
賞
が
三
人
、
歴

史
群
像
大
賞
が
二
人
、
富
士
見
新
時

代
小
説
大
賞
が
一
人
、
小
説
現
代
長

編
新
人
賞
が
五
人
、
日
経
小
説
大
賞

と
『
幽
』
怪
談
文
学
賞
が
各
二
人
、

角
川
春
樹
小
説
賞
と
日
本
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
ノ
ベ
ル
大
賞
が
各
一
人
（
全
て

時
代
劇
）
で
、
今
年
に
入
っ
て
は
、

川
越
宗
一
さ
ん
が
去
年
の
松
本
清
張

賞
に
続
い
て
『
熱
源
』
で
直
木
賞
に

輝
い
た
（
ど
ち
ら
も
時
代
劇
）。

　

こ
う
な
る
と
、
新
し
く
入
門
し
て

く
る
生
徒
も
、
当
然
の
流
れ
と
し
て

時
代
劇
を
志
望
す
る
人
が
多
く
、
私

も
時
代
劇
や
時
代
考
証
本
に
読
書
の

傾
向
が
偏
る
。

エ ッ セ ー
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「
根
性
腐
り
」
な
ら
近
松
門
左
衛

門
が
享
保
五
年（
一
七
二
〇
）に『
心

中
天
の
網
島
』
で
使
っ
た
造
語
で
、

そ
れ
以
前
に
遡
れ
な
い
。

　

浄
瑠
璃
繋
が
り
で
「
影
武
者
」

を
調
べ
た
ら
、
こ
れ
は
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
の
近
松
半
二
の
造
語

と
分
か
っ
た
。
戦
国
時
代
に
影
武
者

が
存
在
し
た
こ
と
は
常
識
の
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
て
、
何
と

言
っ
た
の
か
。
単
に
「
影
」
だ
ろ
う

か
。
調
べ
た
が
、
分
か
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
こ
数
年
は
台
風
で
、

あ
ち
こ
ち
で
「
地
滑
り
」
や
「
崖
崩

れ
」
の
被
害
が
起
き
て
い
る
。
こ
う

い
う
被
害
は
大
昔
か
ら
あ
っ
た
は
ず

だ
が
、「
地
滑
り
」
は
大
正
三
年
の

D
islocation

の
翻
訳
造
語
で
、「
崖

崩
れ
」
は
島
崎
藤
村
が
『
破
戒
』
で

初
め
て
使
っ
た
造
語
ら
し
い
。

　

昔
は
「
山
崩
れ
」「
山
津
波
」
と

言
っ
た
。「
山
崩
れ
」は
日
本
国
語
大

辞
典
で
は
元
禄
十
年
に
俳
諧
で

初
め
て
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に

出
て
く
る
。

　
「
山
津
波
」
は
、
江
戸
時
代

か
ら
の
言
葉
の
よ
う
だ
。
そ
も

そ
も
「
津
波
」
が
、
江
戸
時
代

に
書
か
れ
た
『
甲
陽
軍
鑑
』
が

初
出
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
戦
国
時
代
以
前

だ
と
「
山
崩
れ
」
し
か
使
え
な

い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
な
ど
は
元
が
漢
字
だ
か

　

そ
う
す
る
と
、
読
ん
で
い
て
「
あ

れ
？　

こ
の
時
代
に
、
こ
の
言
葉
は

存
在
し
た
か
？
」
と
疑
い
の
目
で
見

る
場
面
が
増
え
る
。
で
、
百
均
で
付

箋
を
買
っ
て
き
て
、
疑
問
箇
所
に
ベ

タ
ベ
タ
何
十
枚
も
貼
り
な
が
ら
読
み

進
む
の
が
習
い
性
に
な
っ
た
。
い
よ

い
よ
、
根
性
が
、
ひ
ね
く
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
表
題
に
謳
っ
た
「
根
性
が

ひ
ね
く
れ
る
」
だ
が
、
こ
う
い
う
人

間
の
こ
と
を
揶
揄
し
て
「
旋つ

む
じ毛
曲
が

り
」
と
か
「
臍へ

そ

曲
が
り
」
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、「
旋
毛
曲
が
り
」
は

明
治
二
十
三
年
の
幸
田
露
伴
の
造
語

で
、「
臍
曲
が
り
」
と
な
る
と
昭
和

二
十
二
年
の
渡
辺
一
夫
の
造
語
ら
し

い
。「
旋
毛
曲
が
り
」「
臍
曲
が
り
」

の
人
間
は
『
三
河
物
語
』
を
著
し
た

大
久
保
彦
左
衛
門
と
か
、
大
昔
か
ら

存
在
し
た
は
ず
な
の
だ
が
、
さ
て
、

何
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ら
、「
ひ
ょ
っ
と
し
て
明
治
時
代
以

降
の
造
語
で
は
」
と
い
う
疑
惑
の
勘

が
働
く
の
だ
が
、
全
部
が
平
仮
名
だ

と
、
大
昔
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
く
る
（
そ
れ
は
私
だ
け

か
も
知
れ
な
い
が
）。

　

が
、
一
度
、
引
っ
掛
か
っ
て
か
ら

生
来
の
根
性
曲
が
り
に
拍
車
が
掛

か
っ
て
（
ち
な
み
に
「
拍
車
」
は
明

治
三
十
四
年
に
森
鴎
外
が
『
即
興
詩

人
』
で
使
っ
た
翻
訳
造
語
で
、「
拍

車
を
掛
け
る
」
は
大
正
八
年
に
菊
池

寛
が
『
恩
讐
の
彼
方
に
』
で
使
っ
た

造
語
で
あ
る
）
平
仮
名
言
葉
ま
で
初

出
を
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
あ
り
そ
う
で
、
つ

い
つ
い
時
代
劇
に
使
い
た
く
な
る
言

葉
で
は
、
ま
ず
「
ず
ら
か
る
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
明
治
三
十
一
年
の
小
栗

風
葉
の
造
語
で
、
時
代
劇
に
使
う
な

ら
「
遁
走
」
に
な
る
。
こ
れ
は
『
史

記
』
に
出
て
く
る
。

　
「
ま
る
め
こ
む
」
は
、
壮
士
演
歌

集
団
青
年
倶
楽
部
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ

た
久
田
鬼
石
が
明
治
二
十
年
頃
に
作

詞
し
た
『
ヤ
ッ
ツ
ケ
ロ
節
』
と
い
う

演
歌
の
作
詞
で
使
っ
た
造
語
で
、
江

戸
時
代
以
前
な
ら
「
籠
絡
」（『
宋
史
』

の
言
葉
）
を
使
う
し
か
な
い
。

　
「
く
そ
っ
た
れ
」
も
江
戸
時
代
か

ら
使
わ
れ
て
い
そ
う
だ
が
、
こ
れ
は

小
川
為
治
が
明
治
七
年
に
著
し
た

『
開
化
問
答
』
で
使
っ
た
造
語
。
そ

の
前
は
「
っ
」
が
入
ら
な
い
「
く
そ

た
れ
」
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
れ
も
享
和
二
年
（
一
八

〇
二
）
の
十
返
舎
一
九
の
造
語
で
、

そ
れ
以
前
の
時
代
な
ら
「
糞
痴
」
と

書
い
て
「
く
そ
た
わ
け
」
と
読
ん
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）
刊
行
の
浮
世
草
子
に

出
て
く
る
造
語
な
の
で
、
江
戸
時
代

の
初
期
以
前
に
は
使
え
な
い
。

　

織
田
信
長
に
対
す
る
悪
口
の
「
う

つ
け
」
と
か
「
馬
鹿
者
」
と
か
が
、

戦
国
時
代
に
使
え
る
言
葉
と
な
る
。

「
馬
鹿
者
」
は
『
太
平
記
』
に
出
て

く
る
。

　

し
か
し
「
大
馬
鹿
者
」
と
な
る
と
、

初
め
て
使
っ
た
の
が
明
治
三
十
五
年

の
国
木
田
独
歩
ら
し
い
か
ら
、
事
は

非
常
に
や
や
こ
し
い
。

　

で
、
こ
の
「
や
や
こ
し
い
」
が
文

　

３
６
、２
１
２
人
。
こ
れ
は
明
治

11
年
（
１
８
７
８
）
に
創
立
さ
れ
、

以
来
１
４
２
年
に
及
ぶ
歴
史
を
誇
る

静
岡
中
学
・
静
岡
高
校
を
卒
業
し
た

卒
業
生
の
総
数
で
す
。

　

ひ
と
は
、
そ
の
人
生
の
あ
る
時
点

で
大
い
な
る
歴
史
と
一
瞬
交
わ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
波
静
か
に
み
え
る
静
岡
の
街
に

も
否
応
な
く
歴
史
と
深
く
関
わ
っ
た

同
窓
生
が
い
ま
す
。

　

静
岡
の
八
千
代
町
に
昭
和
45
年
ご

久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
滑
稽
本
の

『
穴
さ
が
し
心
の
内
そ
と
』
で
初
め

て
使
わ
れ
た
造
語
な
の
で
、
こ
れ
以

前
だ
と
「
怪
奇
」（『
論
衡
』
の
言
葉
）

に
な
る
。

　

現
代
人
だ
と
「
複
雑
怪
奇
」
と
頭

に
付
け
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
は

昭
和
二
十
四
年
の
竹
山
道
雄
の
造
語

で
、
そ
も
そ
も
「
複
雑
」
が
明
治
十

年
に
『
博
物
学
階
梯
』
が
中
川
重
麗

に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
際
の
造
語
だ

か
ら
、
時
代
劇
に
は
使
え
な
い
。

　

こ
う
や
っ
て
調
べ
出
す
と
、
時
代

劇
に
は
使
え
な
い
言
葉
が
芋
蔓
式
に

増
え
て
く
る
ば
か
り
で
、
際
限
が
な

い
。
い
よ
い
よ
性
格
が
ひ
ね
く
れ
て

い
き
そ
う
で
あ
る
。

た
か
が
同
窓
会
、
さ
れ
ど
同
窓
会
20
回

　

２
・
26
と
静
岡  

～
あ
る
先
輩
と
の
２
時
間
～

71
期　

浦 

田 　

彰

ろ
ま
で
「
安
藤
洋
裁
研
究
所
」
と
い

う
洋
裁
学
校
が
あ
っ
た
の
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
経
営
者
は
安
藤
房
さ

ん
。
そ
の
息
子
さ
ん
の
一
人
が
安
藤

日
出
雄
さ
ん
、
70
期
の
同
窓
生
で

す
。
某
日
、
そ
の
日
出
雄
さ
ん
に
お

目
に
か
か
り
ま
し
た
。
場
所
は
母
校

構
内
の
同
窓
会
館
。
私
に
加
え
て
同

席
し
た
の
は
同
期
の
荻
野
覚
（
静
岡

銀
行
）、
小
柳
津
隆
弘
（
静
岡
新
聞
）

の
２
君
、
そ
れ
に
三
浦
俊
一
先
生
。

そ
れ
ぞ
れ
が
安
藤
さ
ん
に
お
尋
ね
し

直
木
賞
受
賞
の
愛
弟
子
・
川
越
宗
一
さ
ん（
左
）と

（
処
女
作
で
、
い
き
な
り
松
本
清
張
賞
を
受
賞
。

受
賞
第
一
作
で
第
９
回
「
本
屋
が
選
ぶ
時
代
小
説

大
賞
」
と
直
木
賞
を
Ｗ
受
賞
）
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た
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

歓
談
が
進
ん
だ
頃
、
安
藤
さ
ん
が

古
び
た
一
片
の
紙
片
を
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
セ
ピ
ア
色
の
紙
片
に
は

『
東
京
地
検
保
第
14
号　

大
赦
証
明

書　

昭
和
十
一
年
七
月
五
日
東
京
陸

軍
軍
法
会
議
言
渡
シ　

反
乱
罪　

死

刑　

安
藤
輝
三　

右
ハ
昭
和
二
十
年

十
月
十
七
日
勅
令
五
七
九
号
大
赦
令

ニ
ヨ
リ
赦
免
セ
ラ
レ
タ
。　

右
証
明

ス
ル
。
昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
三

日　

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
正　

野

村
佐
太
郎　

印　

』。
少
し
で
も
昭

和
の
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ピ

ン
と
き
た
は
ず
で
す
。
反
乱
と
は
昭

和
11
年
2
月
26
日
、
帝
都
東
京
を
震

撼
さ
せ
た
陸
軍
青
年
将
校
に
よ
る

ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
り
、
安
藤
輝
三
と

は
首
謀
者
の
一
人
と
さ
れ
た
陸
軍
大

尉
で
す
。
安
藤
日
出
雄
さ
ん
は
そ
の

安
藤
大
尉
の
次
男
。
房
さ
ん
は
そ
の

未
亡
人
で
す
。

　

昭
和
維
新
を
謳
い
、
総
理
大
臣
・

岡
田
啓
介
、
大
蔵
大
臣
・
高
橋
是

清
、
侍
従
長
・
鈴
木
貫
太
郎
ら
要
人

た
ち
を
血
祭
り
に
あ
げ
、
天
皇
親
政

に
よ
る
社
会
革
新
を
目
的
と
し
蹶
起

し
た
青
年
将
校
た
ち
で
し
た
が
、
志

に
反
し
て
天
皇
の
怒
り
を
か
い
、
ま

た
、
軍
中
央
の
思
惑
に
翻
弄
さ
れ
た

挙
句
、
夢
破
れ
た
同
志
17
名
は
軍
法

会
議
に
よ
る
反
乱
罪
の
汚
名
と
共
に

刑
場
に
消
え
た
、
と
い
う
の
が
２
・

26
事
件
で
す
。

　

そ
の
後
刑
死
し
た
安
藤
輝
三
の
未

亡
人
・
房
さ
ん
は
実
家
の
あ
る
静
岡

へ
帰
り
、
二
歳
と
乳
飲
み
子
の
男
の

子
ふ
た
り
を
抱
え
て
の
人
生
を
送
り

ま
す
。
帰
郷
後
ほ
ど
な
く
房
さ
ん
は

洋
裁
を
学
び
、
八
千
代
町
に
洋
裁
学

校
を
開
設
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
職

業
婦
人
と
し
て
静
高
69
期
の
輝
雄
さ

ん
、
70
期
の
日
出
雄
さ
ん
を
育
て
上

げ
ま
し
た
。
房
さ
ん
は
平
成
8
年
84

歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
戦
中

か
ら
戦
後
、
事
件
の
影
を
感
じ
さ
せ

な
い
勁
く
生
き
た
後
半
生
だ
っ
た
と

日
出
雄
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
と
は

言
っ
て
も
、
戦
前
は
、
勝
手
に
兵
を

動
か
し
天
皇
の
大
権
を
私
議
し
た
逆

賊
と
さ
れ
、
戦
後
は
、
軍
国
主
義
テ

ロ
の
先
触
れ
と
な
り
日
本
を
誤
ら
せ

た
張
本
人
だ
と
さ
れ
た
２
・
26
事
件

で
し
た
。
安
藤
母
子
に
は
さ
ぞ
辛
い

日
々
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
歴
史
的

事
件
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
研

究
が
進
み
、
現
在
で
は
客
観
的
な
評

価
も
定
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
前

記
の
『
大
赦
証
明
書
』
は
事
件
後
23

年
を
経
て
、
刑
死
し
た
安
藤
大
尉
の

罪
を
取
り
消
し
た
一
つ
の
歴
史
の
証

明
で
す
。

　

日
出
雄
さ
ん
を
中
心
に
母
・
房
さ

ん
の
思
い
出
や
、
蹶
起
に
は
最
後
ま

で
逡
巡
し
、
部
下
に
優
し
か
っ
た
と

い
う
安
藤
大
尉
の
言
い
伝
え
な
ど
、

更
に
、
敬
愛
し
て
い
な
が
ら
目
的
の

為
に
襲
撃
し
た
鈴
木
貫
太
郎
侍
従
長

に
、
あ
え
て
重
傷
を
負
わ
せ
た
ま
ま

立
去
っ
た
安
藤
大
尉
。
そ
の
後
、
鈴

木
侍
従
長
は
終
戦
時
の
総
理
と
し
て

日
本
の
命
運
を
担
っ
た
こ
と
は
周
知

の
事
実
。
ま
た
、
安
藤
家
が
恩
讐
を

超
え
て
安
藤
大
尉
の
軍
刀
や
軍
服
な

ど
の
遺
品
を
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館

（
千
葉
県
野
田
市
）
に
寄
贈
し
た
こ

と
な
ど
日
出
雄
さ
ん
の
話
が
続
き
ま

し
た
。
最
後
に
私
の
「
顔
も
見
る
こ

と
の
な
か
っ
た
父
・
輝
三
さ
ん
の
命

を
奪
っ
た
あ
の
事
件
を
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
日
出
雄
さ

ん
は
「
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
は
、

も
う
歴
史
と
な
り
ま
し
た
」
と
淡
々

と
話
さ
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

往
事
茫
茫
と
い
い
ま
す
が
、
時
の
流

れ
は
全
て
を
浄
化
す
る
よ
う
で
す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
の
生
ま

れ
は
昭
和
11
年
7
月
、
２
・
26
事
件

の
年
で
す
。
そ
の
日
、
蹶
起
部
隊
に

占
拠
さ
れ
た
警
視
庁
の
隣
の
大
審

院
（
今
の
最
高
裁
）
に
勤
め
て
い
た

私
の
母
は
、
庁
舎
の
窓
か
ら
雪
の
中

を
機
関
銃
を
担
い
で
行
進
す
る
兵
隊

を
恐
る
恐
る
眺
め
て
い
た
と
言
い
ま

す
。
私
も
母
の
胎
内
で
昭
和
史
最
大

の
ド
ラ
マ
の
一
瞬
を
見
て
い
た
わ
け

で
す
。

　

胎
内
で
歴
史
の
一
瞬
を
見
た
と
い

う
の
は
コ
ジ
ツ
ケ
だ
と
し
て
も
、
静

中
・
静
高
140
年
の
３
万
に
余
る
卒
業

生
の
中
に
は
、
安
藤
日
出
雄
さ
ん
の

よ
う
に
歴
史
的
大
事
件
の
当
事
者
と

し
て
、
或
い
は
目
撃
者
と
し
て
生
き

て
こ
ら
れ
た
方
が
い
る
の
で
は
な
い

前
列
左
か
ら
三
浦
先
生
、
安
藤
さ
ん
、

筆
者（
浦
田
）。
後
列
左
か
ら
荻
野
さ
ん
、

小
柳
津
さ
ん
。
本
部
同
窓
会
館
で

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
同
窓
生
の

体
験
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
、
教
科

書
で
は
学
べ
な
い
生
き
た
現
代
史
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
、

ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
じ
学
舎
で

学
び
、
同
じ
飯
を
食
っ
た
同
窓
生
の

世
代
を
超
え
た
連
帯
感
も
培
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。
同
窓
生
に
学
ぶ
こ
と
、

特
に
若
い
諸
君
へ
期
待
し
ま
す
。

　

た
か
が
同
窓
会
、
さ
れ
ど
同
窓
会

で
す
。

　

三
度
の
奇
跡
・
輪
廻
転
生

三
度
の
奇
跡
・
輪
廻
転
生

岳
南
球
友
会
員		

94
期　

松
永　

啓

　

静
中
静
高
野
球
部
の
百
三
十
年
近

い
歴
史
の
内
「
三
度
の
出
来
事
」（
繰

り
返
す
と
い
う
意
味
）
が
様
々
に
有

り
ま
す
。
今
、
令
和
二
年
活
動
の
安

全
な
再
開
の
無
事
を
祈
る
余
話
と
し

ま
す
。

１
、「
三
度
の
危
機
と
三
つ
の
歌
」

①
明
治
末
期
に
知
識
人
が
唱
え
た
野

球
害
毒
論
の
影
響
で
学
校
の
野
球
部

弾
圧
が
嵩
じ
た
。
大
正
二
年
秋
に
青

山
学
院
と
の
練
習
試
合
当
日
禁
止（
来

校
し
た
青
山
選
手
と
の
合
同
練
習
願

も
却
下
）で
、秀
才
田
中
二
郎
選
手（
校

友
会
委
員
長
）が
決
起
抗
議
、
同
盟
休

校（
授
業
ボ
イ
コ
ッ
ト
二
日
間
）が
全

校
生
徒
に
広
が
る
。
野
球
部
Ｏ
Ｂ
・

同
窓
生
・
市
民
が
生
徒
を
支
持
し
学

校
長
先
生
の
他
県
異
動
と
部
活
動
正

常
化
を
得
た
。
そ
の
新
体
制
で
現
校

歌
を
定
め
た
。②
昭
和
十
八
年
三
月
、

敵
国
競
技
と
非
難
さ
れ
配
属
将
校
に

殴
ら
れ
て
も
練
習
を
続
け
た
野
球
部

は
つ
い
に
解
部
に
追
い
込
ま
れ
る
。

優
勝
旗
レ
プ
リ
カ
前
で
校
歌
と
応
援

歌
「
春
静
稜
」
を
斉
唱
し
解
部
。
③

昭
和
四
二
年
二
月
、
前
春
に
学
校
と

し
て
解
決
済
み
の
シ
ゴ
キ
問
題
が
報

道
さ
れ
、
高
野
連
の
問
答
無
用
の
処

断
で
一
年
間
対
外
試
合
禁
止
。
前
秋

県
優
勝
の
船
川
誠
主
将
等
か
ら
春
夏

秋
冬
の
試
合
が
全
て
消
え
た
。
同
年

九
月
、
五
十
期
村
松
喬
作
詞
「
希
望

の
歌
」
が
完
成
、
全
校
職
員
生
徒
が

再
起
を
期
し
て
合
唱
し
た
。

２
、「
三
度
の
決
勝
に
珠
玉
プ
レ
イ
」

①
大
正
十
五
年
決
勝
、
王
者
和
歌
山

中
を
完
封
の
大
連
商
五
年
生
円
城
寺

投
手
と
、
前
橋
中
延
長
十
九
回
戦
か
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福
島
鐐
主
将
（
結
核
享
年
26
）
生
還

（
大
正
15
年
決
勝
）

白
龍
に
、
挑
む
岳
南
健
女
な
り

（
昨
年
5
月
定
期
戦
）

す
が
す
が
し
、
快
音
連
な
る
長
谷
の
里

（
昨
年
11
月
）

生
涯
の
、
心
暖
む
エ
ー
ル
か
な

（
球
友
忘
年
会
）

ら
三
日
連
投
の
静
中
ミ
ラ
ク
ル
三
年

生
上
野
精
三
投
手
が
投
げ
合
う
九
回

表
、
中
前
打
の
福
島
鐐
主
将
捕
手
が

小
河
直
人
選
手
の
「
セ
カ
ン
ド
に
取

ら
せ
る
絶
妙
ス
ク
イ
ズ
」
で
生
還
。

②
昭
和
三
五
年
決
勝
、
前
日
迄
十
試

合
で
失
点
五
の
石
田
勝
広
ゼ
ロ
封
投

手
が
法
政
二
高
最
強
打
線
に
体
力
限

界
渾
身
粘
投
の
七
回
表
「
好
打
者
的

場
を
三
振
」。
③
昭
和
四
八
年
決
勝

六
回
表
永
野
内
野
安
打
植
松
右
中
間

快
打
無
死
二
三
塁
に
水
野
の
完
璧
打

が
広
商
川
本
空
跳
ぶ
美
技
二
直
併
殺

で
二
死
三
塁
、
こ
こ
で
白
鳥
重
治

「
瞬
間
左
越
歴
代
最
高
級
豪
打
」。

３
、「
一
試
合
・
一
回
の
三
度
」
①

昭
和
十
五
年
夏
初
戦
八
回
裏
榛
原
中

無
死
満
塁
時
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ロ
を
静
中

は
遊
撃
本
塁
一
塁
本
塁
三
塁
と
転
送

し
ト
リ
プ
ル
プ
レ
ー
達
成
。
②
昭
和

四
十
年
選
抜
秋
田
戦
で
小
田
義
人
一

塁
手
が
初
回
九
回
十
一
回
に
三
度
三

塁
打
。
③
平
成
十
三
年
夏
県
準
決
勝

静
岡
市
立
戦
は
川
口
・
増
井
・
深
田

（
後
に
プ
ロ
野
球
の
三
投
手
）が
継
投

し
池
田
主
将
五
打
数
五
安
打
で
十
対

十
一
惜
敗
。
お
ま
け
の
④
平
成
二
六

年
秋
季
東
海
大
会
伊
勢
球
場
土
岐
商

戦
三
回
表
内
山
・
堀
内
・
安
本
三
者

連
続
本
塁
打
。
以
上
よ
り
岳
南
野
球

永
久
不
滅
の
「
輪
廻
転
生
」
を
信
じ

て
六
月
二
一
日
に
球
友
年
次
大
会
を

一
旦
保
留
・
再
検
討
し
、
同
窓
フ
ァ

ン
の
お
問
合
せ
を
お
待
ち
し
ま
す
。

古書コミ

２
０
１
９
年
度　

古
書
コ
ミ
報
告

　
　
総
額
５
、６
６
５
円　
母
校
に
寄
贈

　

２
０
２
０
年
１
月
18
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
各
期
幹
事
会
の
会
場
に

て
、『
古
書
コ
ミ
活
動
』
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
も
多
く
の
同
窓

生
の
皆
様
か
ら
読
み
終
え
た
本
を
ご

持
参
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
、

寄
付
さ
れ
た
本
の
売
り
上
げ
は
「
３
、

８
９
２
円
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
７
月
の
総
会
で
の
売

り
上
げ
金
１
、７
７
３
円
と
合
わ
せ

て
、
総
額
５
、６
６
５
円
を
図
書
券

と
し
て
母
校
に
寄
贈
い
た
し
ま
す
。

　

本（
木
）を
贈（
植
え
）る

　
　
　
　
　
（
男
）人
に
な
る

　

そ
れ
は
そ
れ
は
、
小
さ
な
新
聞
記

事
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

『
善
意
の
本
が
集
ま
り
過
ぎ
て
処
理

が
で
き
な
い
。』
東
日
本
大
震
災
で

大
き
な
被
害
を
う
け
た
陸
前
高
田
市

で
は
、
図
書
館
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
そ
れ
が
報
道
さ
れ
る
や
、
そ
れ

で
は
と
各
地
か
ら
善
意
の
本
が
大
量

に
送
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
挙

に
全
国
か
ら
送
ら
れ
た
本
を
保
管
す

る
場
所
の
確
保
も
ま
ま
な
ら
ず
、
ま

た
仕
分
け
す
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
負
担
増
で
、
せ
っ
か
く
の
善
意

の
本
が
な
ん
ら
活
用
さ
れ
ず
じ
ま

い
、
そ
こ
を
中
古
本
の
買
取
業
者
が

介
在
す
る
こ
と
で
、『
本
を
換
金
し

て
、
陸
前
高
田
図
書
館
の
た
め
の
費

用
と
し
て
寄
付
し
よ
う
』
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　

こ
の
取
組
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、
古
書
コ
ミ
で

す
。
単
に
母
校
に
寄
付
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
本
を
通
じ
て
同
窓
生
同
士

の
交
流
の
機
会
に
な
れ
ば
と
い
う
欲

張
り
な
意
図
も
あ
り
ま
す
。
と
は
い

え
、
小
さ
な
取
組
で
な
か
な
か
全
体

に
浸
透
し
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
毎
回
、
多
く

の
同
窓
生
の
ご
協
力
を
得
て
実
施

し
、
現
在
で
は
母
校
の
図
書
館
に
、

寄
付
し
た
図
書
券
で
購
入
し
た
本
を

紹
介
す
る
「
静
中
・
静
高
関
東
同
窓

会
コ
ー
ナ
ー
」
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
が
読
み
終
え
た
本
が
誰
か
の

役
に
立
っ
て
い
く
と
い
う
意
義
を
感

じ
つ
つ
、
同
窓
会
の
活
動
の
一
つ
と

し
て
回
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、『
木
を
植
え
る
男
』
と

い
う
童
話
か
ら
も
じ
っ
て
、『
本
を
贈

る
人
に
な
ろ
う
』
と
呼
び
か
け
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
一
人
一
人
に
負
担
に
な

ら
な
い
範
囲
で
、
一
本
ま
た
一
本
と

木
を
植
え
る
よ
う
に
、
続
け
て
い
く

こ
と
で
、
形
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の

童
話
の
思
い
に
も
重
な
る
気
が
し
て

い
ま
す
。
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杉
山
会
長
が
ス
ピ
ー
チ
「
100
年
の
計　

教
育
に
つ
い
て
」

　

１
月
31
日
（
金
）
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
議
室
に
て

行
わ
れ
た
第
25
回
目
の
今
回
は
、
会
長
で
あ
る
杉
山
順
一
氏
（
学
校
法
人
立

教
学
院
常
任
理
事
）
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
を
皮
切
り
に
懇
談
の
輪
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

お
題
目
か
ら
杉
山
会
長
が
お
考
え
に
な
る
教
育
論
な
る
も
の
か
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
立
大
学
の
経
営
に
関
す
る
非
常
に
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。

学
校
と
は
教
育
の
場
で
あ
り
、
教
え
る
内
容
や
偏
差
値
（
レ
ベ
ル
）、
ラ
ン
キ

ン
グ
等
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
お
話
は
、
大
学
別
の
入
試
志

願
者
数
・
総
学
生
数
・
法
人
事
業
収
入
・
法
人
総
資
産
と
い
っ
た
具
体
的
な

数
値
に
つ
い
て
触
れ
、
お
金
の
面
か
ら
見
る
、
と
て
も
新
鮮
な
切
り
口
で
し

た
。
教
育
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は
、学
校
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
（
Ｈ
Ｗ
）

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
Ｈ
Ｗ
を
維
持
す
る
為
に
お
金
が
必
要
に
な
る
の
は
考

え
て
み
れ
ば
当
然
の
事
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
「
私
学
は
教
育
（
理
念
）
と
経
営
を
両
立
さ
せ
る
組
織
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
分
け
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

国
立
大
学
の
法
人
化
後
、
国
の
補
助
金
は
年
々
削
減
さ
れ
、
そ
の
し
わ
寄
せ

が
各
研
究
室
の
教
授
に
行
っ
て
い
る
と
聞
き
及
び
ま
す
。
国
立
大
学
も
私
立

の
様
な
経
営
視
点
の
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
24
名
に
自
己
紹
介
、

近
況
報
告
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
少
人
数
な
ら
で
は
の
懇

親
は
楽
し
く
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
す
。

是
非
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
次
回
予
告
》　

10
月
23
日
（
金
）
午
後
６

時
半
～　

95
期
・
菊
入
み
ゆ
き
さ
ん
（
明

星
大
学
特
任
教
授
）
テ
ー
マ
「
ワ
ー
ク
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論
」
●
詳
細
は
公
式
Ｈ
Ｐ

で
ご
案
内
し
ま
す
。

　

89
期
・
笠
松
一
久
、
91
期
・
藤
嶋
善
彦
、

　

119
期
・
青
山
亮
介

杉山会長のスピーチの後、参加者が自己紹介＝1月31日

多
く
の
本
が
繋
が
れ
ま
し
た

　

ぜ
ひ
、
一
冊
の
本
を
携
え
て
、
次

回
開
催
予
定
の
同
窓
会
総
会
に
参
加

し
て
、
本
を
贈
る
人
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
２
０
２
０
年
度
も
古
書
コ

ミ
活
動
は
新
役
員
に
引
き
継
が
れ

て
、
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

突
然
の
メ
ー
ル

　

突
然
の
メ
ー
ル
は
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
上
び
く
び
く
す
る
が
、『
こ

ん
に
ち
は
』
か
ら
始
ま
る
こ
の
メ
ー

ル
は
、
寄
付
本
を
送
っ
た
時
と
、
３

月
11
日
に
送
ら
れ
て
く
る
。
安
心
し

て
、
そ
し
て
心
の
内
で
会
話
す
る
。

　
「
先
日
は
大
切
な
本
を
お
贈
り
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」

私
：
い
え
い
え　

こ
ち
ら
は
読
み
終

え
た
本
で
す
の
で
、
か
え
っ
て
恐

縮
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
気
が
滅
入
る

日
々
の
中
で
、
４
月
17
日
送
ら
れ
て

き
た
メ
ー
ル
に
は
写
真
も
添
付
さ
れ

て
い
た
。
中
古
の
買
取
業
者
は
長
野

県
上
田
市
に
あ
る
。

　
「
こ
ち
ら
長
野
県
上
田
市
は
、
桜

が
満
開
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
満
足
に
お

花
見
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
せ
め
て
写
真
や
映
像
で
春
の
訪

れ
を
感
じ
た
い
も
の
で
す
ね
。
先
の

見
え
な
い
不
安
な
日
々
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
の
安
全
が

守
ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
が
１

日
で
も
早
く
戻
る
こ
と
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。ま
た
最
近
は
、気
温
の
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
い
で
す
か
ら
、
体

調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
し
て
下

さ
い
」

私
：
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
わ
ず
か
ば
か
り
の
本
を
送
っ

た
だ
け
な
の
に　

満
開
の
桜
の
写

真
で
堪
能
し
ま
す
。こ
ち
ら
で
は
、

今
年
は
じ
っ
く
り
見
る
機
会
も
な

く
、
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
本
日
は
、
皆
さ
ま
よ
り
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
寄
付
の
報
告
と
併
せ

て
、
寄
付
金
を
無
事
に
陸
前
高
田
市

へ
お
届
け
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
月
は
、

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
で
９
千
冊
を

超
え
る
本
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
約

20
万
円
の
寄
付
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
の
度
の
寄
付
金
は
、

図
書
等
の
購
入
費
と
し
て
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
寄
付
に
よ
っ
て
陸
前
高
田
市
の
図

書
館
が
無
事
に
再
建
さ
れ
、
蔵
書
も

揃
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
図
書
館

は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

り
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い

な
が
ら
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
１
日
で
も
早

く
陸
前
高
田
市
の
皆
さ
ん
の
日
常
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」

私
：
図
書
館
が
で
き
て
か
ら
一
度
伺

い
た
い
と
思
い
つ
つ
、
今
年
こ
そ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

感
染
で
今
年
は
少
々
無
理
で
す

ね
。
で
も
、
絶
対
に
一
度
伺
い
ま

す
。

　

本
を
送
っ
た
後
に
い
た
だ
く
メ
ー

ル
に
、
私
が
い
つ
も
励
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。

〈
追
記
〉
５
月
９
日
現
在
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
買
取
は
休
業
中
で
し
た
。

そ
の
間
た
っ
ぷ
り
本
を
読
ん
で
贈
る

本
を
集
め
て
お
き
ま
す
。　

	

以
上

90
期　

山
下
雅
子

世
代
を
超
え
た
同
窓
の
絆
・
異
業
種
交
流
会
奮
っ
て
参
加
を
！ 

　
　
　
　
次
回
、
26
回
は
10
月
に
予
定
　
　
　
91
期　

藤
嶋 

善
彦

関
東
同
窓
会
費
納
入
の

　
　
　

お
願
い

　

関
東
同
窓
会
は
会
員
の
会
費
（
年

間
３
千
円
）
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
会
費
の
集
ま
り
は
多
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
同
窓
生
、
同
期

生
に
声
を
掛
け
合
い
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い
る
郵

便
局
振
込
用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
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5555 

小
沢
忠
樹
、
中
田
千
束
、
法
月
重
雄
、
山
本
孫
一 

5577 

岩
井
平
一
郎 

5599 

朝
比
奈
正
二
、
狩
野
和
男
、
酒
井
哲
夫
、
勝
呂
清
、 

田
澤
義
彦
、
本
田
豊 

6600 

井
田
淳
、
山
本
正
三 

6611 

安
藤
厚
、
清
水
照
彦 

6622 

寺
尾
壽
夫 

6633 

神
戸
淳
行
、
吉
川
隆
士 

6644 

遠
藤
栄
、
佐
野
旭
、
塚
本
光
彦
、
村
上
喜
代
二
、 

吉
井
駿
亮 

6666 

大
坪
信
之
、
菊
田
聰
裕
、
曽
根
錦
吾
、
仲
野
道
雄
、 

中
村
伸
吾
、
原
野
谷
朋
司
、
馬
越
峻
、
村
越
立
彦 

6677 

朝
倉
勇
、
遠
藤
一
彦
、
岡
村
英
二
郎
、
児
島
英
男
、 

鈴
木
敏
行
、
福
原
亨
一
、
増
田
安
国 

6688 

荒
谷
じ
つ
子
、
稲
葉
清
、
岩
瀬
順
郊
、
大
石
康
博
、 

亀
山
恭
一
、
酒
井
定
子
、
佐
野
川
好
母
、
塚
本
浩
司
、 

吉
崎
英
輔 

6699 

植
村
守
代
、
倉
田
聡
、
谷
川
治
弘
、
福
山
秀
雄
、
山
下
泉 

7700 

石
山
博
、
市
川
三
世
史
、
伊
藤
克
也
、
大
場
良
臣
、 

片
山
智
司
、
賀
知
進
、
小
嶋
國
彦
、
清
水
令
一
郎
、 

鈴
木
明
次
、
清
智
、
田
中
元
、
調
子
達
郎
、
冨
田
三
樹
、

中
村
嘉
男
、
中
村
龍
二
、
仁
科
俊
介
、
増
井
満
男 

7711 

石
川
宏
、
伊
藤
勝
、
浦
田
彰
、
岡
田
紘
、
栗
田
甲
子
男
、

小
池
啓
治
、
小
高
常
義
、
後
藤
弘
枝
、
繁
村
一
雄
、 

諏
訪
逸
郎
、
富
野
壽
、
長
倉
眞
一
、
前
田
利
彦
、 

望
月
祐
言
、
矢
部
正
和
、
山
本
雅
司 

7722 

今
泉
烈
、
櫻
井
正
之
、
佐
藤
修
一
朗
、
清
水
雅
彦
、 

増
田
欽
一
、
村
手
正
之
、
山
口
公
子
、
山
田
勝
、 

柚
原
慶
輔 

    

7733 

大
木
茂
、
杉
山
光
、
大
長
義
信
、
高
橋
美
智
子
、 

田
中
重
穂
、
遠
山
敦
子
、
仲
川
信
正
、
中
西
英
一
、 

中
西
宏
幸
、
福
地
眸
美
、
松
永
烈
、
山
梨
由
記 

7744 

井
出
宏
嗣
、
角
谷
治
子
、
佐
藤
薫
郷
、
佐
藤
鐘
司
、

野
々
田
昶
、
萩
原
茂
春
、
藤
原
經
史
、
望
月
保 

7755 

安
達
嗣
雄
、
井
出
辰
一
郎
、
今
田
肇
、
勝
亦
正
安
、 

 

川
面
忠
男
、
佐
藤
修
二
、
城
之
内
一
成
、
築
地
利
明
、 

 

柳
澤
弥
太
郎 

7766 

川
村
哲
彦
、
清
水
澄
夫
、
杉
山
貢
、
田
口
紘
一
、 

塚
本
平
二 

7777 

青
木
三
郎
、
飯
田
善
久
、
石
橋
三
洋
、
石
間
啓
一
、 

 

伊
藤
達
雄
、
岩
崎
敏
宏
、
大
岩
蓮
、
勝
間
田
正
喜
、 

栗
田
収
司
、
後
藤
嘉
代
、
小
長
井
奎
幸
、
柴
田
哲
男
、 

清
水
雅
尚
、
中
川
素
子
、
中
村
邦
彦
、
野
方
重
人
、 

松
井
義
之
、
森
正
毅
、
横
山
進
一 

7788 
縣
保
佑
、
石
原
庸
雄
、
白
木
桃
子
、
田
中
奉
、
友
安
昭
、 

前
田
国
昭
、
増
田
勲
、
安
本
恭
介
、
吉
野
文
郷 

7799 

上
田
尚
亮
、
江
川
豪
雄
、
大
石
直
人
、
小
川
郷
太
郎
、 

小
林
陽
三
、
中
山
英
子
、
細
川
武
、
山
本
勝 

8800 

池
ヶ
谷
吉
人
、
小
木
哲
朗
、
風
戸
学
、
上
出
和
子
、 

柴
田
裕
、
鈴
木
勝
、
長
島
孝
太
郎
、
福
田
辰
之
、 

松
澤
公
夫 

8811 

伊
井
和
良
、
稲
村
直
彦
、
嶋
田
政
子
、
鈴
木
一
郎
、 

英
嘉
明
、
松
永
旭
、
森
下
鉄
夫 

8822 

青
木
健
一
、
青
木
興
治
、
青
木
弌
、
秋
山
好
、 

池
田
整
、
石
川
倫
男
、
岩
﨑
年
史
、
遠
藤
良
治
、 

大
村
多
聞
、
小
野
宏
、
金
子
恵
子
、
河
合
正
弘
、 

篠
原
温
、
新
庄
忠
夫
、
鈴
木
良
彦
、
多
賀
谷
秀
保
、 

田
島
幸
司
、
伊
達
新
之
輔
、
富
坂
修
、
堀
内
淳
司
、 

    

村
上
和
男
、
山
内
昭
一
、
八
牧
浩
行
、
吉
田
昌
史 

8833 

大
石
高
志
、
久
野
泰
可
、
久
野
淑
子
、
鈴
木
秀
孝
、 

富
永
武
則
、
中
村
豊
、
西
野
直
樹
、
野
呂
克
実
、 

長
谷
川
千
代
、
馬
場
信
幸
、
渡
水
実
根
子 

8844 

生
駒
光
博
、
小
澤
治
夫
、
杉
山
順
一
、
杉
山
昇
、 

多
賀
谷
保
治
、
野
口
洋
一
、
古
谷
良
樹
、
松
島
勤
、 

松
永
重
雄
、
水
越
伸
昭 

8855 

池
田
幸
司
、
伊
東
成
師
、
杉
山
由
紀
子
、 

増
井
喜
一
郎
、
三
上
嗣
夫
、
望
月
光
、
山
本
政
博 

8866 

青
山
隆
一
、
江
川
彰
子
、
近
藤
孝
邦
、
篠
宮
章
、 

鈴
木
正
俊
、
長
島
正
、
成
岡
和
美
、
野
口
ひ
ろ
み
、 

野
口
洋
亮
、
八
牧
暢
行 

8877 

安
倍
敏
陽
、
石
渡
洋
行
、
泉
洋
子
、
片
山
修
、 

坂
田
正
治
、
高
橋
宏
、
坪
内
和
人
、
橋
村
芳
一
、 

平
岩
正
史
、
横
山
文
子 

8888 

相
澤
信
行
、
大
村
康
二
、
片
山
秀
、
近
藤
秀
樹
、 

田
中
育
恵
、
土
屋
雅
彦
、
松
村
淳
子
、
山
崎
隆
由 

8899 

池
田
麿
佐
人
、
海
野
秀
之
、
笠
松
一
久
、 

北
村
美
佐
子
、
北
村
佳
久
、
新
村
暢
宏
、
平
川
慶
子
、 

牧
野
尚
夫
、
渡
辺
芳
治 

9900 

栗
山
伸
一
、
佐
野
雅
明
、
永
原
収
、
深
沢
英
昭
、 

森
田
悦
三
、
山
下
雅
子 

9911 

青
島
裕
之
、
東
昌
子
、
伊
藤
義
和
、
岩
崎
哲
也
、 

小
原
裕
子
、
栗
山
雅
之
、
猿
木
信
裕
、
鈴
木
宏
、 

鈴
木
忠
善
、
徳
田
康
行
、
土
崎
弘
子
、
伴
野
昌
厚
、 

原
幸
彦
、
平
野
文
康
、
藤
嶋
善
彦
、
船
木
真
由
美
、 

村
松
秀
明
、
矢
西
光
彦 

9922 

稲
葉
繁
、
浮
田
聡
、
浦
野
利
信
、
大
村
祐
生
、 

日
下
淳
、
清
水
篤
、
田
村
真
弓
、
永
田
俊
介
、 

2019
年
度 

静
中
・

静
高
関
東
同
窓
会
会
費
拠
出
者
一
覧 

(

五
九
〇
件)

 

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 
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服
部
泰
子
、
山
川
百
合
子 

9933 

相
田
頼
子
、
青
木
洋
、
安
藤
暢
彦
、
飯
塚
雅
人
、 

石
川
隆
、
海
野
典
夫
、
小
野
泰
洋
、
勝
又
健
次
、 

狩
野
毅
、
齋
藤
和
弘
、
佐
野
啓
子
、
志
賀
浦
伴
昭
、 

野
毛
宏
、
日
比
谷
優
子
、
宮
島
友
子
、
山
岸
泉 

9944 

青
島
正
剛
、
石
垣
克
敏
、
石
川
雄
一
、
石
部
久
雄
、 

稲
葉
宏
、
大
石
修
一
、
小
川
志
郎
、
亀
山
晴
信
、 

木
村
純
子
、
木
村
寿
克
、
桒
原
千
朗
、
坂
本
淳
一
、 

谷
口
寛
明
、
捶
井
隆
、
照
井
徹
、
野
中
保
晃
、 

松
井
琢
磨
、
松
永
啓
、
松
野
敦
子
、
山
内
隆
史 

9955 

石
井
克
昌
、
井
上
香
里
、
上
田
洋
平
、
牛
見
豊
、 

内
田
真
理
、
太
田
洋
行
、
大
橋
透
、
岡
部
正
明
、 

加
藤
光
俊
、
菊
入
弘
行
、
菊
入
み
ゆ
き
、
熊
田
恭
子
、 

小
針
直
人
、
作
田
み
ゆ
き
、
佐
藤
茂
孝
、
島
田
淳
、 

清
水
尚
彦
、
曽
根
正
裕
、
瀧
浪
將
典
、
長
晃
子
、 

永
江
総
宣
、
堀
川
和
裕
、
増
田
正
樹
、
見
原
万
智
子
、 

吉
元
幸
子 

9966 

青
木
伸
、
青
木
正
樹
、
青
柳
朱
美
、
芦
野
光
憲
、 

井
上
聡
、
海
野
仁
志
、
大
澤
理
、
亀
山
靖
、
岸
生
也
、 

古
杉
裕
亮
、
近
藤
浩
史
、
杉
本
耕
一
、
鈴
木
里
絵
子
、 

田
形
昭
乃
、
田
中
真
人
、
中
尾
安
志
、
細
澤
優
、 

堀
内
哲
、
三
石
智
子
、
八
木
純
子 

9977 

安
藤
裕
倫
、
内
田
雅
彦
、
大
砂
泰
幸
、
小
笠
原
英
弘
、 

岡
村
仁
一
、
岡
村
浩
志
、
小
澤
靖
弘
、
柏
木
誠
、 

窪
田
誠
、
剣
持
勝
、
甲
田
直
美
、
小
坂
倫
久
、 

小
林
秀
男
、
櫻
井
の
り
子
、
篠
田
さ
や
か
、
清
水
智
人 

新
村
博
、
杉
田
太
志
、
杉
本
文
秀
、
鈴
木
健
師
、 

鈴
木
康
生
、
高
田
俊
道
、
高
橋
朝
子
、
髙
林
径
子
、 

多
々
良
典
秀
、
土
多
裕
、
冨
川
マ
ミ
、
中
沢
京
子
、 

仁
藤
康
雄
、
野
田
和
宏
、
長
谷
川
統
久
、
原
雅
之
、 

福
田
浩
志
、
堀
内
恵
子
、
松
井
徳
彦
、
本
井
眞
弓
、 

山
本
要
、
山
本
秩
恵
子
、
山
本
浩
義
、
渡
邊
真
弓 

 

9988 

飯
塚
元
紀
、
池
谷
裕
之
、
岩
下
真
理
子
、
大
村
慎
一
、 

見
城
寛
、
佐
野
倫
、
竹
下
裕
能
、
谷
口
芳
浩
、 

名
取
俊
也
、
服
部
孝
美
、
星
野
典
子
、
マ
テ
ィ
ス
英
美 

向
島
亨
、
村
上
孝
子
、
室
田
真
男
、
望
月
洋
伸
、 

山
本
浩
志 

9999 

稲
葉
克
哉
、
上
田
智
幸
、
尾
高
泉
、
加
藤
晃
史
、 

金
子
英
子
、
小
谷
邦
子
、
塩
原
文
緒
、
鈴
木
芳
信
、 

野
元
知
子
、
馬
場
厚
生
、
松
島
茂
、
山
下
暢
久 

110000 

五
十
嵐
寧
、
小
西
秀
雄
、
恒
光
隆
法
、
長
谷
川
和
也
、 

牧
田
秀
幸 

110011 

穴
澤
敦
子
、
夏
目
幸
一
郎 

110022 

石
田
享
士
、
春
日
佳
子
、
佐
藤
敬
子
、
橘
和
之
、 

渡
辺
晃
生 

110033 

大
村
卓
矢
、
大
矢
か
お
り
、
日
下
雄
一
郎
、
松
永
学
、 

山
下
史
記
、
山
本
数
馬 

110044 

武
部
奈
都
美
、
萩
原
さ
ほ
り
、
吉
崎
亜
由
美 

110066 

佐
藤
威
一
郎
、
瀧
徹
也 

110077 

安
部
啓 

110099 

池
谷
宗
之
、
小
澤
康
裕
、
河
田
教
吾
、
松
永
鋭
太
郎 

111100 
久
住
洋
平
、
鈴
木
健
一
郎 

111144 

岩
崎
衣
里
子
、
佐
竹
智
子
、
佐
藤
香
菜
子
、 

伴
野
美
帆 

111155 

土
屋
晴
裕 

111166 

佐
村
田
和
歌
子 

111199 

栗
下
鳩
留
香 

112200 

五
賀
渓
、
高
岡
森
生
、
高
田
彩
実 

112222 

神
田
康 

112233 

榛
葉
文
音
、
廣
田
真
里 

112288 

多
田
舞
樹 

113322 

高
山
大
佳 

ゆうちょ銀行へのお振込みは 

インターネット送金もご利用できます。 

****ゆうちょダイレクト**** 

記号番号 ００００２２２２００--９９--９９９９６６９９  

****他の金融機関からの振込用口座番号**** 

〇〇二二九九（ゼロニキュウ）店 当座 ００００００９９９９６６９９（7 桁） 

（ご利用の各金融機関サービスにより手数料が発生する場合もございます。） 

 

住住所所変変更更ののおお願願いい  

転居先に転送されて会報が届いている方は、

関東同窓会公式ホームページの「お問い合わ

せ」」メニュー（スマホの場合は「リンク」⇒右上

端のメニューボタン）から、住所変更が可能で

すので、是非ご利用ください。 

 

以下、新事務所でも受け付けております。 

ＦＡＸ：0 3 - 5 5 7 7 - 3 2 6 5 
メール：shizukokanto@gmail.com 

 
静静中中・・静静高高関関東東同同窓窓会会  

 

《《  振振込込用用紙紙がが無無くくててもも      

            振振りり込込めめまますす  》》  
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第
73
回
江
の
島
会
の

　
　
　

ご
案
内

会
長　

齋
藤　

俊
英
（
76
期
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
に
今
年
も
や

り
ま
す
、
73
回
目
の
江
の
島
会
を
、

い
つ
も
の
日
に
、い
つ
も
の
場
所
で
。

日
時
：
令
和
２
年
９
月
27
日
（
日
）

　
　
　

12
時
～

場
所
：
相
州
江
の
島
「
恵
比
寿
屋
」

会
費
：
７
０
０
０
円

　

ご
出
席
の
方
は
、
幹
事
・
冨
坂　

修
（
82
期
）
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

　

０
４
６
７

－

２
５

－

６
１
６
６

携
帯
：

　

０
９
０

－

９
８
４
０

－

５
９
２
７

tom
y0607@

jcom
.zaq.ne.jp

米
寿
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感

64
期
同
期
会　

塚
本
光
彦

　

静
中
・
静
高
64
期
関
東
同
期
会
が

令
和
元
年
６
月
８
日
、
東
京
都
・
品

川
区
の
野
沢
正
憲
君
の
本
社
内
会
議

室
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
梅
雨
の
季
節
で
、
雨
の
予

報
で
し
た
が
幸
い
に
も
曇
り
。
同
期

生
の
ほ
と
ん
ど
が
長
寿
祝
い
の
米

寿
。
天
候
も
幸
に
転
じ
た
感
が
し
ま

す
。

　

会
は
正
午
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
飲
み
物
は
出
席
者
の
好
み
に
よ

り
ま
ち
ま
ち
で
、
近
況
報
告
は
時
間

の
制
限
は
な
く
、
す
べ
て
出
席
者
の

思
い
の
ま
ま
。
終
始
和
や
か
な
楽
し

い
同
期
会
で
し
た
。

　

出
席
者
は
２
名
が
健
康
上
の
都
合

で
欠
席
し
、７
名
と
少
人
数
で
し
た
。

　

１
年
ぶ
り
の
再
会
が
出
来
、
元
気

な
友
の
笑
顔
に
接
し
、
生
き
て
い
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。
今
年
も
諸
兄
に
逢
え

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
全
員
で
記
念
写
真
を
撮

り
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
校
歌

を
斉
唱
、
閉
会
し
ま
し
た
。

岩
手
ツ
ア
ー

　

改
め
て
企
画
し
た
い

　

５
月
中
旬
に
岩
手
ツ
ア
ー
を
行
う

予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

中
止
（
延
期
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

寺
井
氏
に
よ
る
と
、
岩
手
県
は
い

ま
だ
確
認
感
染
者
ゼ
ロ
で
「
他
県
に

19
年
９
月
の
江
の
島
会

64
期
関
東
同
期
会

編
集
後
記

比
べ
れ
ば
気
持
ち
的
に
不
安
感
は
少

な
か
っ
た
が
、
逆
に
岩
手
の
第
一
号

に
な
っ
て
は
大
変
だ
と
い
う
緊
張
感

を
皆
が
感
じ
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る
見
通
し
で

す
。
静
高
ツ
ア
ー
も
改
め
て
企
画
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
92
期　

日
下
・
服
部
・
寺
井
）

▼
今
号
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
コ
ロ
ナ

に
勝
つ
！
」。
ト
ン
ネ
ル
の
「
出
口
」

も
見
え
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
同

窓
会
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
が
待
ち
遠
し

い
で
す
ね
。
リ
モ
ー
ト
懇
親
会
の
可

能
性
も
広
が
り
ま
す
。
静
高
ハ
ー
モ

ニ
カ
バ
ン
ド
Ｏ
Ｂ
会
は
、
川
崎
で
の

5
月
音
楽
祭
で
演
奏
す
る
予
定
で
し

た
が
、
中
止
に
な
っ
た
の
で
同
じ
日

時
に
「
エ
ア
ー
演
奏
」
を
各
自
の
自

宅
で
一
斉
に
行
い
、楽
し
み
ま
し
た
。

▼
「
他
校
の
同
窓
会
活
動
を
ネ
ッ
ト

で
調
べ
て
い
る
中
で
、
奇
跡
的
に
こ

の
記
事
に
出
会
い
と
て
も
勇
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
」―
。
静
岡
県
立
榛
原

高
校
の
関
東
支
部
幹
事
の
方
か
ら
突

然
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
会

報
88
号
（
19
年
12
月
）
の
4
頁
〈
幹

事
所
感
〉。
会
の
活
性
化
と
次
世
代

へ
の
継
承
に
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

「
永
続
的
に
盛
り
上
げ
る
」
ヒ
ン
ト

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
同
記
事
に
惹
き

つ
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
同
支
部
の

会
報
に
全
文
掲
載
さ
れ
、＂
指
針
＂

と
し
て
活
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
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東京本社：東京都新宿区若葉 1-21-17 3F
TEL：（03）3221-7531　FAX：（03）3221-7240（〒160-0011）
大阪支社：兵庫県高砂市春日野町4-35 グランメェール435 1F
TEL：（079）447-1561　FAX：（079）447-1556（〒676-0814）
　　　　　　http://www.matech.co.jp/

代表取締役社長　松島　勤（84期）

非破壊検査のトータルサプライヤー

080-5580-2958 94
k30.ska-1213m@ezweb.ne.jp

グループ

代表取締役社長  福 田 浩 志（97期）
〒171-0052 東京都豊島区南長崎 3-34-13
TEL. 03-3953-1184   FAX. 03-3953-1194

本　社
営業部

〒335-0036 埼玉県戸田市早瀬 2-22-10
TEL. 048-422-3660   FAX. 048-422-3661工　場
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